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一八八一年、魚允中の清国行きについて

Ⅰ
．
は
じ
め
に

魚
允
中
（
一
八
四
八
〜
一
八
九
六
、
字
は
聖
執
、
号
は
一
齋
、
諡
号
は
忠
粛
。
本

貫
は
咸
従
、
忠
清
道
報
恩
の
人
）
は
、
朝
鮮
の
近
代
的
改
革
を
目
指
し
た
「
開
化
派
」

の
一
員
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
魚
は
一
八
六
九
年
に
文
科
及
第
し
て
か
ら
假
注
書

に
任
命
さ
れ
、
す
ぐ
に
国
王
高
宗
へ
の
進
講
に
参
加
し
た
。
一
八
八
一
年
一
月
に
東

萊
暗
行
御
史
（
通
称
「
紳
士
遊
覧
団
」
ま
た
は
「
朝
士
視
察
団 ）

1
（

」）
を
拝
命
し
て
日

本
を
視
察
し
、
十
二
月
に
復
命
し
た
後
は
開
化
政
策
を
推
進
す
る
統
理
機
務
衙
門
の

主
事 ）

2
（

に
任
命
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
八
二
年
か
ら
は
清
と
の
交
渉
を
担
い
、「
中
国

朝
鮮
商
民
水
陸
貿
易
章
程
」、「
中
江
貿
易
章
程
」、「
会
寧
通
商
章
程
」
な
ど
を
協
定

し
た
。
対
清
交
渉
の
実
務
を
担
当
し
て
い
た
こ
と
や
、
甲
申
政
変
に
直
接
関
与
し
て

い
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
魚
允
中
は
「
開
化
派
」
の
中
で
も
「
親
清
派
」
あ
る
い
は

「
穏
健
的
開
化
派
」
に
分
類
さ
れ
て
い
る ）

3
（

。
一
八
八
四
年
の
甲
申
政
変
以
降
は
閑
職

に
回
さ
れ
て
い
た
が
、
九
四
年
の
甲
午
改
革
で
金
弘
集 ）

4
（

内
閣
が
成
立
す
る
と
、
度

支
部
大
臣
に
な
っ
て
財
政
改
革
に
当
た
っ
た
。
し
か
し
九
六
年
に
国
王
高
宗
が
ロ
シ

ア
公
使
館
へ
亡
命
（「
俄
館
播
遷
」）
し
金
弘
集
内
閣
が
崩
壊
し
た
こ
と
に
よ
り
、
魚

允
中
は
帰
郷
し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
そ
の
道
中
で
殺
害
さ
れ
た
。

魚
允
中
の
経
歴
の
中
で
は
、
一
八
八
〇
年
代
初
頭
の
対
清
交
渉
が
と
り
わ
け
注
目

さ
れ
る
。
当
時
の
魚
允
中
の
官
職
は
弘
文
館
校
理
（
正
五
品
）
で
あ
り
、
堂
上
官
で

も
な
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
朝
鮮
を
代
表
し
て
清
と
の
交
渉
に
臨
む
こ
と
に

な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
官
職
に
比
し
て
責
務
が
重
大
で
あ
り
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は

国
王
高
宗
も
認
識
し
て
い
た
が
、「
事
に
し
た
が
っ
て
善
処
す
る
よ
う
に
」
と
、
あ

え
て
彼
に
清
と
の
交
渉
を
託
し
た
の
で
あ
る ）

5
（

。
こ
こ
で
魚
允
中
が
起
用
さ
れ
た
最

大
の
理
由
は
、
一
八
八
一
年
に
「
紳
士
遊
覧
団
」
の
一
員
と
し
て
日
本
視
察
の
途
中

に
長
崎
か
ら
清
に
渡
り
、
天
津
ま
で
行
っ
て
、
北
洋
大
臣
李
鴻
章
や
天
津
海
関
道
周

馥
ら
復
数
名
の
洋
務
派
官
員
と
面
会
し
て
い
た
こ
と
に
あ
る
と
思
わ
れ
る ）

6
（

。
し
か

し
、
こ
の
時
の
魚
允
中
の
清
国
行
き
は
ど
の
よ
う
に
実
現
し
、
清
国
で
ど
の
よ
う
な

行
動
を
し
た
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
資
料
が
乏
し
く
、
解
明
に
至
っ
て
い

な
い
。

こ
の
一
八
八
一
年
の
魚
允
中
の
清
朝
行
き
に
つ
い
て
は
、
思
想
史
の
研
究
分
野
に

お
い
て
も
注
目
さ
れ
て
い
る
。
趙
景
達
氏
に
よ
れ
ば
、「
彼
〈
魚
允
中

―
筆
者
〉

の
国
家
に
関
す
る
価
値
観
は
一
八
八
一
年
の
紳
士
（
朝
士
）
遊
覧
団
行
と
そ
れ
に
続

一
八
八
一
年
、
魚
允
中
の
清
国
行
き
に
つ
い
て

崔　
　
　

蘭　

英
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2─　　─

く
清
国
天
津
行
と
に
よ
っ
て
一
大
転
換
し
て
い
る
。
そ
れ
以
前
の
彼
の
国
家
観
は
素

朴
小
国
主
義
と
も
言
え
る
も
の
で
あ
っ
た
」
が
、
日
本
・
清
国
行
か
ら
帰
国
し
て
復

命
す
る
と
、「
富
国
強
兵
策
の
必
要
性
を
表
明
し
た
」。
趙
氏
は
さ
ら
に
魚
允
中
の
著

し
た
「
海
軍
拡
張
論
」
と
い
う
文
章
を
も
と
に
、
魚
が
「
陸
軍
よ
り
も
海
軍
を
よ
り

充
実
さ
せ
る
べ
き
」
と
主
張
し
て
い
る
点
に
そ
の
富
国
強
兵
策
の
特
徴
が
あ
る
と
指

摘
し
て
い
る ）

7
（

。
魚
允
中
が
日
本
行
き
に
あ
た
っ
て
、
国
王
か
ら
与
え
ら
れ
た
任
務

は
「
海
関
事
務
や
そ
の
他
の
こ
と
に
つ
い
て
見
聞
き
」
す
る
こ
と
で
あ
り
、
主
要
な

視
察
先
は
「
大
蔵
省
」
で
あ
っ
た ）

8
（

。
魚
允
中
が
海
軍
に
特
別
な
関
心
を
示
し
た
理

由
お
よ
び
「
富
国
強
兵
」
に
思
い
至
っ
た
経
緯
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
だ
ろ

う
か
。

魚
允
中
の
「
富
国
強
兵
」
へ
の
関
心
は
、
一
般
に
彼
が
進
歩
的
な
開
化
思
想
の
持

ち
主
で
あ
る
と
い
う
評
価
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
魚
允
中
が
「
国
債
や
財
政
に
対
し

て
の
憂
慮
か
ら
、
日
本
式
産
業
振
興
政
策
を
選
別
的
に
採
択
し
て
推
進
す
る
立
場 ）

9
（

」

で
あ
る
も
の
の
、
ほ
か
の
「
紳
士
遊
覧
団
」
メ
ン
バ
ー
と
同
様
に
、
日
本
を
モ
デ
ル

に
近
代
国
民
国
家
の
建
設
を
構
想
し
、
早
い
段
階
で
「
開
化
」
思
想
を
持
っ
て
い
た

よ
う
に
見
ら
れ
る
傾
向
が
あ
る
が
、
果
た
し
て
ど
う
な
の
か
。
彼
の
具
体
的
な
「
開

化
」
思
想
の
形
成
と
内
容
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
充
分
に
解
明
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い

難
い
。

問
題
の
所
在
は
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
が
一
八
八
一
年
の
魚
允
中
の
清
国
行
き
は
な

ぜ
、
ど
の
よ
う
に
実
現
し
た
の
か
、
彼
が
何
を
見
聞
き
し
、
ど
ん
な
影
響
を
う
け
て

「
開
化
思
想
」
を
形
成
し
た
の
か
、
と
い
う
検
討
す
べ
き
事
項
が
十
分
行
わ
れ
な
い

ま
ま
、
魚
允
中
が
「
進
歩
的
な
開
化
思
想
の
持
ち
主
」
で
あ
る
が
た
め
に
、「
開
化
」・

「
近
代
化
」
の
道
へ
と
進
ん
だ
と
い
う
予
定
調
和
的
な
見
方
に
あ
る
。
本
稿
は
、
従

来
の
研
究
に
使
用
さ
れ
て
き
た
魚
允
中
の
日
記
や
「
紳
士
遊
覧
団
」
関
係
資
料
に
近

年
新
し
く
発
見
さ
れ
た
魚
允
中
の
筆
談
記
録
「
談
草
」
を
加
え
て
、
魚
允
中
の
清
朝

行
き
の
経
緯
を
検
討
し
て
み
た
い
。
こ
の
作
業
は
ま
た
、
魚
允
中
の
「
親
清
」
開
化

派
と
し
て
の
起
点
を
検
証
す
る
こ
と
で
あ
り
、「
開
化
派
」
の
思
想
形
成
と
朝
鮮
の

「
開
化
政
策
」
に
か
か
わ
る
諸
要
素
を
検
証
す
る
こ
と
で
も
あ
る
。

便
宜
上
、
本
稿
で
は
年
を
陽
暦
に
し
、
月
、
日
は
史
料
の
記
載
通
り
に
陰
暦
を
使

用
し
た
。

Ⅱ
．「
紳
士
遊
覧
団
」
の
派
遣

一
八
八
一
年
の
朝
鮮
は
、
対
外
的
に
い
く
つ
か
の
課
題
を
抱
え
て
い
た
。
日
本
と

は
一
八
七
六
年
の
「
日
朝
修
好
条
規
」
締
結
以
後
、
開
港
場
や
関
税
を
め
ぐ
る
問
題

が
未
解
決
の
ま
ま
で
交
渉
は
難
航
し
て
い
た
。
ま
た
、
一
八
八
〇
年
五
月
に
ア
メ
リ

カ
か
ら
通
商
条
約
の
締
結
を
求
め
ら
れ
、
朝
鮮
は
そ
れ
を
拒
否
し
た
と
こ
ろ
、
日
本

か
ら
も
、
清
か
ら
も
対
米
開
国
を
勧
告
さ
れ
、
対
応
に
苦
慮
し
て
い
た
。
そ
の
中
で

開
国
論
が
少
し
ず
つ
台
頭
す
る
が
、
国
内
の
反
対
勢
力
は
殊
の
ほ
か
強
か
っ
た
。
と

り
わ
け
一
八
八
〇
年
に
第
二
次
修
信
使
金
弘
集
が
清
の
駐
日
公
使
館
参
賛
官
黄
遵

憲 ）
10
（

の
著
し
た
、
朝
鮮
の
対
外
政
策
の
指
針
を
示
し
た
『
朝
鮮
策
略
』
を
持
ち
帰
っ

た
後
に
、「
攘
夷
論
」
が
激
し
く
噴
出
し
、「
辛
巳
衛
正
斥
邪
上
疏
運
動
」
に
発
展
し

た
の
で
あ
る
。

同
時
に
、
朝
鮮
自
身
の
対
外
的
危
機
意
識
が
高
ま
っ
て
い
た
時
期
で
も
あ
る
。
朝

鮮
は
日
清
か
ら
ロ
シ
ア
の
脅
威
に
関
す
る
情
報
に
接
し
、
現
実
に
も
ロ
シ
ア
領
域
へ

の
越
境
民
問
題
に
直
面
し
て
お
り
、
ロ
シ
ア
へ
の
警
戒
が
徐
々
に
強
ま
っ
て
い
た
。

さ
ら
に
朝
鮮
は
、
ロ
シ
ア
と
清
の
イ
リ
を
め
ぐ
る
紛
争
の
激
化
や
ア
ヘ
ン
戦
争
や
太
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3─　　─

一八八一年、魚允中の清国行きについて

平
天
国
以
後
に
弱
体
化
し
た
清
の
国
力
へ
の
不
安
か
ら
、
従
来
の
よ
う
に
専
ら
清
朝

に
依
存
す
る
だ
け
で
は
生
き
抜
い
て
行
か
れ
な
い
こ
と
を
悟
っ
て
い
た
の
で
あ
る ）
11
（

。

こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、「
紳
士
遊
覧
団
」
が
派
遣
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ

れ
は
日
本
か
ら
の
誘
い
で
は
な
く
、
国
王
高
宗
の
決
断
に
よ
っ
て
実
現
し
た
も
の
で

あ
る
こ
と
は
、
既
存
の
研
究
で
指
摘
さ
れ
た
通
り
で
あ
る ）

12
（

。
た
だ
、
そ
こ
に
は
花

房
義
質 ）

13
（

駐
朝
鮮
弁
理
公
使
を
は
じ
め
、
日
本
政
府
の
協
力
が
あ
っ
た
。
許
東
賢
氏

は
そ
の
理
由
に
つ
い
て
、
日
本
が
一
八
七
六
年
以
降
、
修
信
使
の
招
請
を
通
し
て
、

自
国
の
西
洋
式
文
物
や
制
度
を
朝
鮮
に
紹
介
し
な
が
ら
、
兵
器
類
を
寄
贈
す
る
な
ど

し
て
、
朝
鮮
に
日
本
式
の
近
代
改
革
を
始
め
る
よ
う
に
誘
導
し
て
い
た
こ
と
と
、
一

八
八
〇
年
に
ア
メ
リ
カ
と
の
修
交
を
仲
介
し
よ
う
と
し
た
こ
と
を
挙
げ
て
、
日
本
は

「
朝
鮮
の
開
化
と
独
立
の
擁
護
者
と
、
帝
国
主
義
侵
略
者
と
い
う
二
つ
の
顔
」
を
持
っ

て
い
る
た
め
、「
紳
士
遊
覧
団
」
の
視
察
を
全
面
的
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
た
の
だ
と

し
て
い
る ）

14
（

。
そ
こ
で
、
高
宗
は
一
月
十
一
日
に
六
名
、
二
月
二
日
に
四
名
、
二
月

二
六
日
に
さ
ら
に
二
名
追
加
し
て
「
探
求
日
本
国
国
勢
形
便
」
の
密
命
を
授
け
た ）

15
（

。

魚
允
中
の
例
で
は
そ
の
密
命
の
具
体
的
な
内
容
は
す
な
わ
ち
、「
朝
廷
議
論
、
局
勢

形
便
、
風
俗
人
物
、
交
聘
、
通
商
等
事
之
大
略
、
一
番
更
探
甚
好
、
爾
須
着
念
、
混

騎
日
人
船
隻
、
渡
往
彼
国
、
大
蔵
省

4

4

4

所
掌
事
務
及
他
多
少
聞
見
、
勿
拘
年
月
久
近
、

一
一
探
来
」
と
な
っ
て
い
る ）
16
（

。
他
の
メ
ン
バ
ー
は
傍
点
部
の
担
当
す
る
視
察
先
が

異
な
る
だ
け
で
、
み
な
同
じ
文
言
の
よ
う
で
あ
る
。

し
か
し
花
房
公
使
は
「
紳
士
遊
覧
団
」
派
遣
の
目
的
を
そ
れ
ほ
ど
単
純
な
も
の
と

見
て
い
な
か
っ
た
。
彼
は
一
行
の
派
遣
が
決
ま
っ
た
十
日
後
の
一
月
二
一
日
に
、
金

弘
集
と
の
筆
談
、
そ
し
て
李
東
仁 ）

17
（

と
の
筆
談
で
「
紳
士
遊
覧
団
」
の
こ
と
を
聞
い

て
、
一
行
の
こ
と
を
「
数
輩
ノ

4

4

4

日
本
ニ
潜
行
ス
ル
者

4

4

4

4

4

」
で
あ
る
と
記
し
て
い
る
。
ま

た
、
李
東
仁
か
ら
は
、
彼
も
い
っ
し
ょ
に
日
本
に
行
き
、
陸
軍
そ
の
他
の
教
師
を
招

聘
し
、
且
つ
「
公
債
」
を
起
こ
し
て
兵
器
を
調
達
す
る
予
定
が
あ
る
と
聞
い
た
。
花

房
は
こ
の
こ
と
を
石
幡
貞 ）

18
（

に
確
認
さ
せ
て
、
外
務
省
に
報
告
し
た ）
19
（

。

花
房
は
そ
の
後
、
購
入
す
る
「
兵
器
」
が
「
砲
船
」、「

艦
」
で
あ
る
と
聞
き
つ

け
た
の
で
、
一
月
二
六
日
に
、
石
幡
貞
が
金
弘
集
と
李
祖
淵 ）

20
（

と
の
筆
談
の
中
で
、

艦
の
購
入
に
協
力
す
る
前
提
で
渡
航
す
る
人
の
名
前
を
尋
ね
た
。
す
る
と
、
二
人

は
慌
て
て
そ
れ
を
否
定
し
、「
紳
士
遊
覧
団
」
の
目
的
は
も
っ
ぱ
ら
遊
覧
し
、
見
聞

を
拓
く
こ
と
に
あ
り
、

艦
の
購
入
は
李
東
仁
の
説
に
過
ぎ
な
い
と
説
明
し
て
い

た ）
21
（

。
と
こ
ろ
が
花
房
は
そ
れ
を
信
じ
な
か
っ
た
。
彼
は
外
務
卿
井
上
馨
に
、「
此
挙

　

金
李
二
人
実
二
賛
画
セ
ル
処
ナ
レ
ト
モ　

陽
ニ
ハ
東
仁
ノ
所
作
ト
セ
ル
ヲ
以
テ
」

い
る
と
報
告
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
金
弘
集
と
李
祖
淵
は
戦
艦
の
購
入
を
主
導
し
て

い
る
が
、
表
向
き
に
は
李
東
仁
の
計
画
に
し
て
い
る
。
失
敗
し
た
場
合
に
は
リ
ス
ク

を
李
東
仁
に
負
わ
せ
て
、
成
功
を
待
っ
て
し
か
る
べ
き
時
期
が
来
た
ら
公
に
す
る
つ

も
り
で
あ
る
と
も
述
べ
て
い
る ）

22
（

。
当
時
、
朝
鮮
で
は
新
式
軍
隊
（
別
技
軍
）
を
編

成
す
る
な
ど
、
高
宗
を
中
心
に
軍
制
改
革
が
す
で
に
進
行
中
で
あ
っ
た ）

23
（

状
況
か
ら

言
っ
て
、
花
房
の
見
方
は
外
れ
て
い
な
い
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
金
弘
集
は
「
紳
士
遊
覧
団
」
の
こ
と
を
極
秘
事
項
で
あ
る
と
し
、
隠
し
て

い
る
わ
け
で
は
な
く
、
自
分
は
実
際
に
そ
の
詳
細
を
知
ら
な
い
の
だ
と
石
幡
に
言
っ

た
。
た
だ
し
、
そ
の
中
に
洪
英
植 ）

24
（

と
魚
允
中
の
二
人
が
入
っ
て
い
る
こ
と
は
知
っ

て
お
り
、
こ
の
二
人
は
「
我
輩
人
」
で
あ
る
と
述
べ
た ）
25
（

。

こ
う
し
て
極
秘
に
派
遣
さ
れ
た
「
紳
士
遊
覧
団
」
の
メ
ン
バ
ー
に
は
、
大
蔵
省
を

視
察
担
当
と
す
る
魚
允
中
と
陸
軍
省
を
担
当
す
る
洪
英
植
の
ほ
か
に
、
文
部
省
を
担

当
す
る
趙
準
永
（
一
八
三
三
〜
一
八
八
六
）、
内
務
省
を
担
当
す
る
朴
定
陽
（
一
八
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四
一
〜
一
九
〇
五
）、
工
部
省
を
担
当
す
る
姜
文
馨
（
一
八
三
一
〜
没
年
不
詳
）、
税

関
を
担
当
す
る
趙
秉
稷
（
一
八
三
三
〜
一
九
〇
一
）、
閔
種
黙
（
一
八
三
五
〜
一
九

一
六
）、
李

永
（
一
八
三
五
〜
一
九
〇
七
）
の
三
人
、
外
務
省
を
担
当
す
る
沈
相

学
（
一
八
四
五
〜
一
八
九
〇
）、
司
法
省
を
担
当
す
る
巌
世
永
（
一
八
三
一
〜
一
八

九
九
）、
陸
軍
操
錬
を
担
当
す
る
李
元
会
（
一
八
二
七
〜
？
）、
汽
船
運
航
を
担
当
す

る
金
鏞
元
（
別
遣
、
一
八
四
二
〜
一
八
九
六
）
が
い
て
、
合
わ
せ
て
十
二
名
で
あ
っ

た
。
金
鏞
元
が
一
八
七
六
年
に
「
画
員
」
と
し
て
第
一
次
修
信
使
に
随
行
し
て
い
た

以
外
、
み
な
初
め
て
の
渡
日
と
な
る
が
、
巌
世
永
が
一
八
六
六
年
に
、
姜
文
馨
が
一

八
七
二
年
に
、
閔
種
黙
が
一
八
七
五
年
に
、
清
へ
は
す
べ
て
が
朝
貢
使
節
の
書
状
官

と
し
て
赴
い
た
経
験
が
あ
っ
た
。

彼
ら
は
名
門
の
出
身
が
多
く
、
か
つ
高
宗
の
側
近
で
信
頼
さ
れ
た
者
た
ち
で
あ
っ

た ）
26
（

。
ま
た
、
花
房
は
彼
ら
が
い
ず
れ
も
大
院
君
勢
力
と
拮
抗
し
て
い
る
「
閔
氏
党

中
ノ
人
」
で
あ
り
、
と
り
わ
け
李
東
仁
の
輩
は
こ
こ
で
成
功
し
て
、
一
挙
に
そ
の
勢

力
を
「
閔
党
」
に
移
し
た
い
打
算
が
あ
る
と
見
て
い
る ）

27
（

。
同
じ
「
党
中
」
で
あ
れ
ば
、

そ
こ
に
力
関
係
の
構
図
が
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
派
遣
さ
れ
た
直
前
の
彼
た
ち
の
職
位

を
見
る
と
、
趙
準
永
、
朴
定
陽
が
参
判
で
従
二
品
、
趙
秉
稷
が
副
承
旨
、
閔
種
黙
、

李

永
が
参
知
、
姜
文
馨
、
巌
世
永
、
沈
相
学
が
参
議
で
正
三
品
、
李
元
会
が
水
軍

節
度
使
、
金
鏞
元
が
慶
尚
左
道
水
軍
虞
候
、
洪
英
植
が
応
教
で
正
四
品
で
あ
っ
た
の

に
対
し
て
、
魚
允
中
は
校
理
で
正
五
品
、
こ
の
中
で
は
一
番
低
い
も
の
に
な
る ）

28
（

。

ま
た
、
年
齢
は
洪
英
植
が
一
番
年
少
で
、
次
に
若
い
の
は
魚
允
中
で
あ
る
。
し
か
し

洪
英
植
の
父
は
領
議
政
の
洪
淳
穆
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
見
る
と
、
魚
允
中
は
国
王

の
側
近
で
は
あ
る
が
、
メ
ン
バ
ー
の
中
で
は
比
較
的
に
政
治
的
バ
ッ
ク
グ
ラ
ン
ド
が

弱
い
ほ
う
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

メ
ン
バ
ー
は
そ
れ
ぞ
れ
数
名
の
随
員
、
通
事
、
下
人
を
帯
同
し
て
お
り
、
一
行
は

合
わ
せ
て
六
十
三
名
で
あ
っ
た
。
通
事
と
随
員
の
中
に
は
、
以
前
に
日
本
を
訪
れ
た

こ
と
の
あ
る
人
が
多
数
存
在
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
姜
文
馨
の
随
員
で
あ
る
辺
宅

浩
は
一
八
七
六
年
の
第
一
次
修
信
使
金
綺
秀
に
書
記
と
し
て
同
行
し
、
閔
種
黙
の
通

事
で
あ
る
金
福
奎
は
一
八
八
〇
年
に
第
二
次
修
信
使
金
弘
集
に
通
事
と
し
て
同
行
し

て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
ま
た
、
洪
英
植
の
随
員
で
あ
る
高
永
喜
は
第
一
次
、

第
二
次
修
信
使
の
両
方
で
通
事
を
務
め
て
い
た
ほ
か
、
同
年
の
閏
七
月
七
日
に
第
三

次
修
信
使
に
任
命
さ
れ
た
趙
秉
鎬
（
八
月
二
七
日
に

山
を
出
発
し
、
翌
二
十
八
日

に
長
崎
に
到
着
し
た
）
に
は
「
判
事
」
と
し
て
同
行
し
て
い
た
。

し
か
し
こ
の
中
に
戦
艦
を
購
入
す
る
予
定
の
李
東
仁
は
い
な
か
っ
た
。
花
房
の
外

務
省
宛
て
の
報
告
に
は
、
李
東
仁
が
銀
六
百
両
と
虎
の
皮
二
十
枚
を
持
参
し
、
紳
士

遊
覧
団
と

山
で
合
流
す
る
予
定
だ
と
し
て
い
る
が ）

29
（

、
三
月
十
七
日
に
は
李
東
仁

が
銀
と
虎
の
皮
を
置
い
た
ま
ま
失
踪
し
た
と
報
告
し
て
い
る ）
30
（

。
そ
の
後
の
花
房
の

文
書
に
は
、
李
東
仁
に
つ
い
て
の
記
録
は
な
く
、
確
認
が
で
き
な
い
。
た
だ
、
李
元

会
の
随
員
で
あ
る
宋
憲
斌
の
著
し
た
『
東
京
日
記
』
六
月
二
五
日
条
に
は
、
新
聞
に

李
東
仁
が
千
歳
丸
に
乗
っ
て
長
崎
に
来
て
し
ば
ら
く
滞
留
し
て
お
り
、
高
島
炭
鉱
、

錬
鉄
場
、
造
船
所
等
を
回
っ
て
か
ら
、
大
阪
造
幣
局
、
砲
兵
工
廠
等
を
見
学
し
た
後

に
、
ま
た
東
京
に
来
た
と
報
道
さ
れ
て
い
る
と
記
述
し
て
あ
る ）

31
（

。
た
だ
し
、
李
東

仁
は
当
時
東
京
に
滞
在
し
て
い
た
紳
士
遊
覧
団
メ
ン
バ
ー
と
会
っ
た
か
に
つ
い
て
は

記
録
が
な
く
、
不
明
で
あ
る
。

魚
允
中
は
兪
吉
濬
（
一
八
五
六
〜
一
九
一
四
）、
柳
定
秀
（
一
八
五
七
〜
一
九
三

八
）、
黄
天
彧
（
一
八
四
三
〜
没
年
不
詳
）、
尹
致
昊
（
一
八
六
五
〜
一
九
四
五
）
の

四
人
の
随
員
を
帯
同
し
て
い
た
が
、
の
ち
に
金
亮
漢
の
名
前
が
名
簿
に
書
き
加
え
ら
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一八八一年、魚允中の清国行きについて

れ
て
い
る ）
32
（

。
他
の
メ
ン
バ
ー
の
随
員
の
中
に
は
同
族
が
い
る
こ
と
が
多
い
が
、
魚

允
中
の
場
合
は
そ
う
で
は
な
く
、
ま
た
四
人
の
随
員
全
員
が
魚
允
中
と
同
行
し
な

か
っ
た ）

33
（

。
兪
吉
濬
と
柳
定
秀
は
慶
応
義
塾
に
入
学
し
、
尹
致
昊
は
中
村
正
直
（
一

八
三
一
〜
一
八
九
一
）
創
設
の
同
人
社
に
入
学
し
た
こ
と
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る

が
、
実
は
、
彼
ら
は
朝
鮮
を
出
発
す
る
前
か
ら
す
で
に
そ
の
よ
う
に
予
定
し
て
い

た ）
34
（

。
た
だ
柳
定
秀
は
「
紳
士
遊
覧
団
」
の
帰
国
時
に
一
緒
に
朝
鮮
に
帰
国
し
た
よ

う
で
あ
り ）

35
（

、
そ
の
後
に
再
度
渡
日
し
た
可
能
性
が
あ
る
が
、
時
期
は
不
明
で
あ
る
。

金
亮
漢
に
つ
い
て
は
、
一
行
よ
り
遅
れ
て
五
月
十
日
に
来
て
、
魚
允
中
の
と
こ
ろ
に

留
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う ）

36
（

。
彼
も
帰
国
せ
ず
に
日
本
で
造
船
技
術
学
ぶ
こ
と
に

な
っ
た
の
で
あ
る ）
37
（

。

以
上
で
見
て
き
た
こ
と
か
ら
、
朝
鮮
の
対
外
的
危
機
意
識
が
高
ま
り
、
兵
器
、
戦

艦
の
購
入
を
検
討
す
る
な
ど
軍
備
の
増
強
を
図
る
時
期
に
、「
紳
士
遊
覧
団
」
が
派

遣
さ
れ
て
い
た
。
魚
允
中
は
洪
英
植
と
と
も
に
、
第
二
次
修
信
使
と
し
て
前
年
に
訪

日
し
た
金
弘
集
そ
し
て
李
祖
淵
と
同
じ
グ
ル
ー
プ
に
属
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
大
蔵

省
へ
の
視
察
の
任
務
が
与
え
ら
れ
な
が
ら
、
戦
艦
の
購
入
計
画
に
も
か
か
わ
っ
て
い

た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
留
学
生
を
帯
同
す
る
こ
と
も
そ
の
目
的
の
一
つ
に
あ
っ
た

の
で
あ
る
。

Ⅲ
．
魚
允
中
の
日
本
視
察

渡
日
し
た
背
景
と
目
的
が
明
白
に
な
っ
た
と
こ
ろ
で
、
魚
允
中
の
行
動
と
「
紳
士

遊
覧
団
」
全
体
の
そ
れ
と
を
比
較
し
つ
つ
、
彼
の
日
本
視
察
を
見
て
み
よ
う
。

こ
の
間
の
行
動
に
つ
い
て
、
魚
允
中
自
身
に
よ
る
記
録
は
『
従
政
年
表
』
に
あ
る

ご
く
簡
単
な
記
述
し
か
現
存
し
て
い
な
い
た
め
、
全
容
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
。
そ
こ
で
、『
朝
士
視
察
団
関
係
資
料
集
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
朴
定
陽
の
『
従

官
日
記
』、
李

永
の
『
日
槎
集
略
』、
姜
晋
馨
（
姜
文
馨
随
員
）
の
『
日
東
録
』、

宋
憲
斌
（
李
元
会
随
員
）
の
『
東
京
日
記
』
を
参
照
し
て
魚
允
中
の
行
動
を
跡
付
け

て
み
た
。

ま
ず
、
行
程
の
概
要
に
つ
い
て
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
魚
允
中
た
ち
「
紳
士
遊

覧
団
」
一
行
は
一
八
八
一
年
四
月
十
一
日
に
長
崎
に
到
着
し
て
、
十
六
日
か
ら
二
六

日
ま
で
に
神
戸
、
大
阪
、
京
都
に
滞
在
し
た
後
、
横
浜
を
経
由
し
て
四
月
二
八
日
に

東
京
に
到
着
し
た
。
東
京
滞
在
中
、
魚
允
中
は
宇
都
宮
や
日
光
、
横
浜
等
に
も
視
察

に
行
っ
て
い
た
。
そ
し
て
他
の
メ
ン
バ
ー
が
帰
国
す
る
の
を
見
送
る
た
め
、
七
月
二

一
日
に
横
浜
に
行
っ
た
。
そ
の
後
に
魚
允
中
は
ま
た
東
京
に
戻
り
、
さ
ら
に
約
二
ヶ

月
間
滞
在
し
て
、
八
月
二
七
日
に
横
浜
か
ら
神
戸
港
に
向
か
っ
た
。
同
じ
日
に
、
第

三
次
修
信
使
の
趙
秉
鎬
、
従
事
官
李
祖
淵
一
行
が
朝
鮮
を
発
っ
て
日
本
に
向
か
っ
て

い
た
。
九
月
一
日
に
神
戸
で
第
三
次
修
信
使
一
行
と
会
っ
て
か
ら
、
長
崎
に
赴
き
、

九
月
六
日
に
上
海
へ
出
発
し
、
清
に
渡
っ
た
の
で
あ
る
。

次
に
、
以
下
の
一
〜
四
の
節
で
魚
允
中
の
行
動
と
と
も
に
、
ど
ん
な
こ
と
が
起

こ
っ
て
い
た
の
か
、
そ
れ
ら
の
持
つ
意
味
と
合
わ
せ
て
検
討
す
る
。

一
．

山
を
出
発
す
る
ま
で

魚
允
中
は
一
月
十
一
日
に
東
萊
府
暗
行
御
史
を
拝
命
し
て
二
四
日
に
洪
英
植
と
一

緒
に
ソ
ウ
ル
を
出
発
し
た
が
、
三
月
二
十
日
に
な
っ
て
、
よ
う
や
く

山
か
ら
十
七

里
離
れ
た
東
萊
府
に
到
着
し
た
。
ほ
か
の
メ
ン
バ
ー
は
す
で
に
約
一
カ
月
前
の
二
月

二
七
日
ま
で
に

山
に
到
着
し
て
お
り
、
魚
と
洪
を
待
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
朴
定
陽

は
、
い
つ
に
な
っ
た
ら
乗
船
で
き
る
か
と
、
な
か
な
か
来
な
い
魚
と
洪
に
対
し
て
苛
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立
っ
て
い
た
様
子
で
あ
っ
た ）
38
（

。
と
こ
ろ
で
、
李
東
仁
が
二
月
二
六
日
に

山
に
来

る
予
定
で
あ
る
と
朴
定
陽
の
記
録
で
確
認
で
き
る ）
39
（

。
こ
の
こ
と
は
、
花
房
の
報
告

が
事
実
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
と
と
も
に
、
李
東
仁
の
兵
器
・
戦
艦
購
入
計
画
は
、

こ
の
時
点
に
お
い
て
も
変
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

魚
と
洪
が
メ
ン
バ
ー
と
合
流
し
た
と
こ
ろ
で
、「
紳
士
遊
覧
団
」
は
い
よ
い
よ
出

発
す
る
。
一
行
は
途
中
の
約
束
ご
と
を
決
め
、
高
宗
か
ら
預
か
っ
た
旅
費
の
「
内
弩

金
」
五
万
両
を
、
金
鏞
元
を
除
い
た
十
一
人
で
四
千
五
百
四
十
五
両
ず
つ
分
配
し
た
。

日
本
円
に
換
算
す
る
と
一
人
当
た
り
が
約
千
三
百
六
十
五
円
と
な
る
。
随
員
と
下
人

の
費
用
は
ど
の
よ
う
に
賄
わ
れ
る
か
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
が
、

山
で
通
事
を

交
代
さ
せ
た
李

永
は
、
新
し
く
首
席
通
事
と
し
て
同
行
す
る
こ
と
に
な
っ
た
林
琪

弘
に
「
治
行
銭
五
十

」
を
支
給
し
た
。
ち
な
み
に

山
か
ら
長
崎
ま
で
の
船
賃
は

上
等
船
室
が
九
円
五
十
銭
で
、
中
等
が
七
円
、
下
等
が
四
円
で
あ
っ
た ）
40
（

。

そ
し
て
一
行
は

山
に
留
ま
る
間
に
、
日
本
領
事
の
近
藤
真
鋤
と
数
回
に
わ
た
っ

て
面
会
を
し
た
。
三
月
二
六
日
の
面
会
で
、
魚
允
中
、
洪
英
植
と
李

永
の
三
人
は

近
藤
に
日
本
人
通
訳
と
し
て
武
田
邦
太
郎
を
推
薦
さ
れ
た
。
魚
と
洪
は
武
田
の
雇
用

を
約
束
し
た
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
李

永
は
聞
い
て
お
ら
ず
、
二

日
後
の
二
八
日
に
近
藤
に
知
ら
さ
れ
た
。
李

永
は
、
こ
れ
は
他
の
メ
ン
バ
ー
と
相

談
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
事
案
で
あ
る
と
述
べ
た
。
結
果
的
に
武
田
が
同
行
す
る
こ

と
に
な
っ
た
が
、
李

永
の
目
に
は
洪
・
魚
の
行
動
が
や
や
身
勝
手
に
映
っ
た
の
で

あ
ろ
う ）
41
（

。

ま
た
、
近
藤
は
会
談
の
場
に
お
い
て
、
東
京
で
博
物
会
を
見
学
す
る
こ
と
と
、
長

崎
で
炭
鉱
を
視
察
す
る
こ
と
を
勧
め
た
。
魚
・
洪
が
同
席
す
る
中
で
の
李

永
の
発

話
に
な
る
が
、
朝
鮮
の
蔚
山
に
石
炭
が
産
出
す
る
と
い
う
話
を
近
藤
か
ら
初
め
て
聞

い
て
い
た
の
で
、
長
崎
に
着
い
た
ら
必
ず
炭
鉱
を
視
察
す
る
と
記
録
さ
れ
て
い
る ）

42
（

。

ち
な
み
に
前
年
第
二
次
修
信
使
が
訪
日
し
た
時
は
長
崎
に
寄
ら
ず
、
神
戸
港
か
ら
船

に
乗
り
換
え
て
東
京
に
向
か
っ
て
い
た
。
今
回
は
い
っ
た
ん
長
崎
に
行
き
、
そ
こ
か

ら
神
戸
を
経
由
し
て
東
京
に
向
か
う
こ
と
に
な
る
の
で
、「
紳
士
遊
覧
団
」
の
視
察

先
と
し
て
、
長
崎
は
必
見
の
地
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

二
．
長
崎
か
ら
東
京
へ

こ
う
し
て
一
行
は
安
寧
丸
に
乗
船
し
て
四
月
十
一
日
に
長
崎
に
到
着
し
た
。
全
員

が
荒
波
の
せ
い
で
ひ
ど
く
船
酔
い
を
し
た
が
、
翌
日
す
ぐ
に
高
島
炭
鉱
、
造
船
所
を

見
学
し
、
清
国
領
事
館
を
訪
問
し
て
領
事
の
余

 ）
43
（

と
会
っ
た
。
余
は
陽
明
学
に
詳

し
く
、
書
に
長
け
て
い
た
。
ま
た
、
朝
鮮
問
題
に
も
関
心
が
高
く
、
た
び
た
び
清
に

意
見
を
具
申
し
て
い
た
。
余
の
考
え
は
、
黄
遵
憲
の
『
朝
鮮
策
略
』
に
あ
る
よ
う
に
、

朝
鮮
を
「
聯
美
親
清
」
さ
せ
る
こ
と
で
、
ロ
シ
ア
及
び
日
本
を
牽
制
す
る
路
線
上
に

あ
っ
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る ）

44
（

。

そ
し
て
一
行
は
十
三
日
に
税
関
を
見
学
し
た
。
宿
泊
地
に
は
、
か
つ
て
朝
鮮
通
信

使
が
日
本
に
来
た
時
の
よ
う
に
、
多
く
の
日
本
人
が
書
を
求
め
て
訪
ね
て
来
て
い

た
。長

崎
を
出
港
し
、
博
多
、
愛
媛
を
経
由
し
て
神
戸
に
到
着
し
た
の
は
十
五
日
の
こ

と
で
あ
る
。
さ
っ
そ
く
清
国
神
戸
領
事
官
の
廖
錫
恩 ）

45
（

が
訪
ね
て
来
た
。
一
行
は
神

戸
で
鉄
道
局
、
工
作
所
を
見
学
し
た
後
、
汽
車
（
火
輪
車
）
で
大
阪
へ
向
か
い
、
紡

績
所
、
製
紙
所
、
監
獄
、
博
物
場
、
病
院
、
住
友
商
店
等
を
見
学
し
た
。
安
寧
丸
は

山
に
帰
港
す
る
と
い
う
の
で
、
一
行
は
手
紙
を
書
い
て
船
便
に
付
し
た
。
朝
鮮
の

翰
墨
を
求
め
る
日
本
人
は
相
変
わ
ら
ず
大
勢
い
て
、
姜
晋
馨
は
一
日
中
ず
っ
と
筆
を
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一八八一年、魚允中の清国行きについて

と
っ
て
い
た
。

「
紳
士
遊
覧
団
」
一
行
は
二
十
日
ま
で
大
阪
に
滞
在
し
て
、
造
幣
局
、
大
阪
鎮
台
、

操
錬
場
、
陸
軍
鎮
台
領
兵
所
、
天
満
宮
、
そ
し
て
砲
兵
工
廠
を
見
学
し
て
か
ら
汽
車

で
京
都
（
西
京
）
へ
向
か
っ
た
。
京
都
で
は
、
二
一
日
か
ら
博
物
院
、
織
錦
所
三
か

所
、
相
国
寺
、
女
学
校
、
女
工
場
、
盲
唖
院
、
本
願
寺
、
鋳
銅
器
所
、
水
輪
機
製
作

所
、
間
風
亭
な
ど
の
学
校
、
工
場
、
名
勝
地
を
見
学
し
た
。
随
員
た
ち
は
全
員
が
見

学
に
同
行
す
る
こ
と
は
し
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
宿
泊
地
で
絶
え
ず
揮
毫
し
て
い

た
姜
晋
馨
は
よ
う
や
く
少
し
余
裕
が
で
き
た
か
、
日
本
に
渡
っ
て
か
ら
初
め
て
お
酒

を
飲
ん
で
ゆ
っ
く
り
し
た
と
い
う ）

46
（

。

二
十
四
日
に
、
一
行
は
琵
琶
湖
、
三
井
寺
を
見
学
し
て
再
び
神
戸
に
戻
り
、
二
六

日
に
広
島
丸
に
乗
船
し
、
横
浜
に
向
か
い
、
そ
し
て
二
八
日
に
東
京
に
到
着
し
た
。

二
九
日
に
一
同
は
ま
た
朝
鮮
に
手
紙
を
送
付
し
た
が
、
こ
れ
は
十
五
日
に
続
き
、
確

認
で
き
る
二
回
目
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

こ
れ
ま
で
は
体
調
不
良
の
者
を
除
い
て
、
メ
ン
バ
ー
は
み
な
一
緒
に
行
動
し
て
い

た
が
、
東
京
に
到
着
し
て
か
ら
は
、
グ
ル
ー
プ
ま
た
は
単
独
で
の
行
動
も
す
る
よ
う

に
な
っ
た
。
五
月
一
日
に
外
務
省
を
訪
れ
た
メ
ン
バ
ー
は
七
人
い
た
が
、
魚
允
中
と

洪
英
植
は
こ
の
中
に
入
っ
て
い
な
い
。
そ
し
て
五
月
二
日
に
、
他
の
メ
ン
バ
ー
が
外

務
大
丞
宮
本
小
一
と
面
会
し
た
時
は
、
宮
本
は
す
で
に
魚
・
洪
の
二
人
に
会
っ
て
い

た
と
い
う
。

こ
の
日
に
ま
た
、
金
正
模
と
い
う
人
物
が
朴
定
陽
の
と
こ
ろ
に
訪
ね
て
き
た
エ
ピ

ソ
ー
ド
が
あ
っ
た
。
朴
定
陽
は
金
正
模
の
こ
と
を
知
ら
ず
、
魚
允
中
に
聞
い
た
と
こ

ろ
、
朴
泳
孝 ）

47
（

の
家
に
出
入
り
す
る
人
物
で
あ
る
と
教
え
て
も
ら
い
、
会
う
こ
と
に

し
た
と
い
う
。
金
正
模
の
詳
細
に
つ
い
て
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
な
い
が
、
興
亜
会
の

朝
鮮
語
講
師
と
し
て
一
八
八
〇
年
十
一
月
に
招
聘
さ
れ
て
、
一
八
八
一
年
六
月
（
共

に
陽
暦
）
ま
で
の
間
、
興
亜
会
の
例
会
に
参
加
し
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
が
、
忽

然
と
姿
を
消
し
た
。
新
聞
記
事
な
ど
に
よ
る
と
発
狂
し
た
と
い
う ）

48
（

。
興
亜
会
に
顔

を
出
さ
な
く
な
っ
た
の
は
、
時
期
的
に
魚
允
中
た
ち
と
会
っ
て
間
も
な
く
の
こ
と
で

あ
ろ
う
か
。

五
月
三
日
か
ら
、
メ
ン
バ
ー
は
そ
れ
ぞ
れ
の
宿
泊
地
に
移
っ
た
。
朴
定
陽
、
巌
世

永
、
沈
相
学
の
三
人
、
姜
文
馨
と
趙
準
永
の
二
人
、
李

永
、
趙
秉
稷
、
閔
種
黙
の

三
人
、
そ
し
て
魚
允
中
と
洪
英
植
、
李
元
会
の
三
人
で
、
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
宿

泊
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
互
い
に
頻
繁
に
行
き
来
し
て
い
た
模
様
で
あ
る
。
魚

允
中
ら
の
宿
泊
先
は
西
紺
屋
町
（
現
京
橋
周
辺
）
に
あ
る
鈴
木
泰
の
家
で
あ
っ
た ）

49
（

。

三
．
清
国
公
使
館
と
の
接
触

五
月
三
日
に
、
メ
ン
バ
ー
全
員
で
文
廟
（
孔
子
廟
）
に
詣
で
て
、
翌
日
に
李

永
、

李
元
会
と
随
員
の
宋
憲
斌
が
清
国
公
使
何
如
璋 ）

50
（

と
参
賛
官
の
黄
遵
憲
に
会
っ
た
。

魚
と
洪
が
同
行
し
て
い
た
か
ど
う
か
に
つ
い
て
の
記
述
は
な
い
が
、
宿
泊
先
が
一
緒

で
そ
の
後
も
共
に
行
動
し
て
い
た
こ
と
が
多
く
、
さ
ら
に
、
二
人
は
清
国
公
使
館
と

つ
な
が
り
を
持
っ
て
い
る
金
弘
集
と
同
サ
イ
ド
の
者
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、

こ
の
時
に
同
行
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
と
推
測
さ
れ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
一
行
が

清
国
公
使
館
と
接
触
し
た
の
は
、
確
認
で
き
る
範
囲
内
で
は
こ
の
日
が
初
め
て
で
あ

る
。
朝
鮮
と
清
と
の
間
に
は
、
宗
属
関
係
が
あ
る
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
が
、

「
紳
士
遊
覧
団
」
の
メ
ン
バ
ー
も
第
二
次
修
信
使
の
時
と
同
様
に
、
東
京
に
着
い
て

か
ら
す
ぐ
に
「
上
国
」
の
代
表
が
駐
在
す
る
清
国
公
使
館
を
訪
れ
る
の
で
は
な
く
、

ま
ず
孔
子
廟
を
詣
で
、
そ
れ
か
ら
訪
問
し
た
の
で
あ
る
。
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メ
ン
バ
ー
の
中
で
、
次
に
清
国
公
使
館
を
訪
問
し
た
と
確
認
さ
れ
る
の
は
五
月
五

日
の
朴
定
陽
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
日
は
公
使
の
何
如
璋
が
病
気
だ
と
い
う
理
由
で

会
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
朴
定
陽
は
二
日
後
の
七
日
に
再
度
、
清
国

公
使
館
を
訪
ね
る
が
、
公
使
が
外
出
し
て
い
た
た
め
、
ま
た
し
て
も
会
え
な
か
っ
た
。

五
月
八
日
の
三
度
目
の
公
使
館
訪
問
で
、
朴
定
陽
は
や
っ
と
何
如
璋
と
副
使
の
張
斯

桂 ）
51
（

に
面
会
で
き
た
。
こ
の
日
は
魚
允
中
と
洪
英
植
も
同
行
し
て
い
た
。

魚
允
中
が
い
つ
、
ど
の
程
度
の
頻
度
で
清
国
公
使
館
を
訪
ね
た
か
に
つ
い
て
の
記

録
は
な
い
が
、
朴
定
陽
を
例
に
、
メ
ン
バ
ー
と
公
使
館
の
接
触
状
況
を
見
て
み
よ
う
。

朴
定
陽
は
そ
の
後
、
五
月
二
十
二
日
（
沈
が
同
行
で
張
斯
桂
と
黄
遵
憲
を
訪
ね
る
が
、

二
人
は
外
出
し
て
い
た
の
で
何
如
璋
だ
け
に
会
っ
た
）、
六
月
一
日
（
厳
、
沈
が
同

行
し
て
黄
遵
憲
に
会
う
）、
七
月
七
日
（
趙
、
厳
、
沈
が
同
行
し
て
何
如
璋
を
訪
ね

る
が
、
出
か
け
て
い
て
会
え
ず
）、
七
月
八
日
（
趙
、
厳
、
沈
と
一
緒
に
清
国
公
使

館
へ
別
れ
の
挨
拶
に
行
き
、
何
如
璋
に
会
う
）
と
、
少
な
く
と
も
公
使
館
を
四
回
訪

問
し
て
い
る
。
公
使
館
側
か
ら
は
一
度
だ
け
、
黄
遵
憲
が
七
月
十
一
日
に
別
れ
の
挨

拶
を
す
る
た
め
に
朴
定
陽
た
ち
を
訪
ね
て
来
た
。
面
会
で
き
な
い
こ
と
も
あ
っ
た

が
、
二
か
月
余
り
の
滞
在
で
七
回
以
上
訪
ね
て
お
り
、
こ
れ
は
高
い
頻
度
と
言
え
よ

う
か ）

52
（

。
ほ
か
の
メ
ン
バ
ー
の
訪
問
も
あ
っ
て
の
こ
と
か
ら
、
公
使
館
側
か
ら
見
れ

ば
、
か
な
り
頻
繁
な
来
訪
と
感
じ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
実
際
、
何
如
璋
は
清
の
総
理

衙
門
宛
て
の
書
簡
で
、「
紳
士
遊
覧
団
」
の
メ
ン
バ
ー
と
は
「
屡
屡
見
面
」
し
て
い

る
と
い
う
こ
と
を
重
ね
て
報
告
し
て
い
る ）

53
（

。

何
如
璋
ら
清
国
の
駐
在
外
交
官
は
、
一
行
の
随
員
も
含
め
て
数
十
人
と
代
わ
る
代

わ
る
面
会
し
て
い
た
が
、
残
念
な
こ
と
に
、
会
談
内
容
の
記
録
は
五
月
十
七
日
に
李

永
と
の
間
で
行
っ
た
一
点
し
か
残
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
ほ
か
の
会
談
内
容
は
、

何
如
璋
の
清
へ
の
報
告
か
ら
一
部
で
は
あ
る
が
、
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
以
下

に
紹
介
す
る
。

ま
ず
、
何
如
璋
は
「
紳
士
遊
覧
団
」
か
ら
得
た
情
報
と
し
て
、
次
の
①
〜
⑧
の
内

容
（
五
月
二
八
日
付
）
を
総
理
衙
門
に
報
告
し
て
い
る
。

①
彼
ら
は
命
を
奉
じ
て
日
本
の
政
治
の
あ
ら
ゆ
る
こ
と
を
視
察
す
る
た
め
に
来
て

い
る
こ
と
、
②
朝
鮮
国
内
の
状
況
を
聞
く
と
、
国
王
と
主
要
大
臣
は
み
な
外
交
を
好

む
が
、
民
心
は
な
お
そ
れ
を
願
っ
て
い
な
い
と
い
う
。
こ
れ
は
金
弘
集
か
ら
送
ら
れ

て
来
た
手
紙
に
あ
る
話
と
同
じ
で
あ
る
こ
と
、
③
国
中
は
安
静
で
あ
る
と
言
え
る

が
、
三
月
に
安
東
の
老
い
た
儒
生
二
、
三
百
人
が
伏
閤
上
疏 ）

54
（

し
て
、
強
く
外
交
を

諌
め
、
一
時
は
騒
乱
と
な
っ
た
こ
と
、
④
以
前
に
訪
ね
て
来
た
こ
と
の
あ
る
委
員
の

李
東
仁
は
今
回
も
一
緒
に
来
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
出
発
す
る
時
に
消
息
が
な
く
な

り
、
行
方
不
明
と
な
っ
た
。
被
害
か
ら
逃
げ
る
た
め
だ
っ
た
と
い
う
話
が
あ
っ
た
り
、

殺
害
さ
れ
た
と
い
う
話
が
あ
っ
た
り
、
真
偽
が
わ
か
ら
な
い
こ
と
、
⑤
香
港
の
新
聞

「
申
報
」
に
、
朝
鮮
国
内
に
内
乱
が
あ
り
、
日
本
の
援
護
を
要
請
し
た
と
報
道
さ
れ

た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
ま
っ
た
く
根
拠
の
な
い
で
た
ら
め
で
あ
る
こ
と
、
⑥
仁
川
開

港
の
件
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
十
五
か
月
間
の
開
港
を
許
し
た
。
日
本
と
の
関
税
を

設
定
す
る
な
ら
、
税
率
を
輸
入
が
十
％
、
輸
出
が
五
％
に
す
る
案
を
花
房
公
使
と
相

談
し
た
ら
と
勧
め
た
が
、
彼
ら
は
関
税
に
つ
い
て
の
交
渉
権
限
が
な
い
と
言
っ
て
そ

れ
を
断
っ
た
と
い
う
話
、
⑧
七
、
八
月
の
間
に
金
弘
集
が
再
び
日
本
に
行
っ
て
、
外

務
に
つ
い
て
相
談
す
る
で
あ
ろ
う
、
と
い
う
話
で
あ
っ
た ）

55
（

。

こ
の
よ
う
に
、
何
如
璋
は
「
紳
士
遊
覧
団
」
か
ら
情
報
を
得
て
い
る
が
、
②
に
も

あ
る
よ
う
に
、
金
弘
集
と
の
書
信
の
往
来
を
通
し
て
情
報
を
入
手
し
て
い
る
こ
と
が

分
か
る
。
た
だ
金
弘
集
の
ほ
う
か
ら
見
れ
ば
、
こ
れ
は
情
報
を
伝
え
て
何
如
璋
に
相
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一八八一年、魚允中の清国行きについて

談
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
が
、
必
要
性
を
感
じ
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
こ

こ
で
言
及
さ
れ
て
い
る
金
弘
集
の
手
紙
は
、
四
月
三
日
に
李
東
仁
が
携
え
て
来
た
も

の
（
一
八
八
一
年
二
月
三
日
付
）
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
に
は
、
設
立
さ
れ

た
ば
か
り
の
統
理
機
務
衙
門
の
人
事
、
組
織
図
が
書
か
れ
て
あ
っ
た ）

56
（

。
ま
た
、
発

信
時
期
は
ち
ょ
う
ど
、
金
弘
集
・
李
祖
淵
ら
が
花
房
公
使
と
戦
艦
購
入
計
画
を
話
し

た
時
期
と
重
な
っ
て
い
る
。
李
東
仁
は
一
足
先
に
東
京
に
行
っ
て
そ
の
手
紙
を
伝
達

し
、
ど
こ
か
で
「
紳
士
遊
覧
団
」
と
合
流
し
よ
う
と
し
た
が
、
そ
れ
が
叶
わ
な
か
っ

た
の
で
あ
ろ
う
。

何
如
璋
は
早
い
段
階
か
ら
清
露
間
の
緊
張
に
対
し
て
関
心
を
持
っ
て
い
て
、
ロ
シ

ア
が
朝
鮮
を
併
呑
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
主
張
し
て
い
た
。
さ
ら
に
総
理
衙
門
か
ら

第
二
次
修
信
使
が
渡
日
し
た
際
に
、
朝
鮮
に
「
門
戸
開
放
」
を
勧
告
す
る
よ
う
指
示

を
受
け
、
金
弘
集
に
「
聯
米
論
」
を
提
起
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
ロ
シ
ア
に
よ

る
侵
略
の
脅
威
と
西
洋
諸
国
か
ら
の
条
約
締
結
要
求
に
備
え
て
、
先
に
比
較
的
「
公

平
」
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
と
早
め
に
条
約
を
結
ば
せ
、「
後
援
」
を
願
う
と
い
う
も
の

で
あ
っ
た ）

57
（

。

そ
の
た
め
、
何
如
璋
は
五
月
十
七
日
の
李

永
と
の
筆
談
で
、
清
と
ロ
シ
ア
と
の

イ
リ
を
め
ぐ
る
紛
争
が
終
結
し
、
今
ロ
シ
ア
が
ま
だ
南
下
し
て
来
て
い
な
い
こ
の

時
、
ア
メ
リ
カ
と
通
商
条
約
を
締
結
す
べ
き
と
勧
め
た
の
で
あ
る
。
李

永
は
こ
れ

に
対
し
て
は
承
知
し
た
と
述
べ
る
に
止
ま
っ
た ）
58
（

。

朝
鮮
の
対
米
開
国
が
清
の
焦
眉
の
問
題
を
解
決
す
る
一
つ
の
方
法
だ
と
考
え
て
い

る
何
如
璋
は
、
六
月
十
二
日
付
の
書
簡
で
、
来
訪
し
て
い
る
朝
鮮
の
人
は
「
皆
甚
関

心
球
案
、
再
三
致
詢
」
と
報
告
し
て
い
る
。
琉
球
問
題
に
つ
い
て
関
心
を
示
し
て
い

る
メ
ン
バ
ー
の
こ
と
を
評
価
し
た
上
で
、
彼
ら
は
日
本
の
一
切
を
視
察
す
る
た
め
に

来
て
い
る
が
、
政
治
、
外
交
、
兵
制
に
対
し
て
み
な
非
常
に
注
意
深
く
留
意
し
て
お

り
、
状
況
が
よ
く
わ
か
る
「
明
白
者
」
が
多
く
、
彼
ら
が
発
奮
し
て
自
強
を
果
た
す

こ
と
が
で
き
れ
ば
、（
清
の
）
東
へ
の
憂
慮
が
緩
和
す
る
の
で
あ
ろ
う
と
述
べ
て
い

る ）
59
（

。そ
の
「
明
白
者
」
と
は
誰
な
の
か
、
こ
こ
は
ま
ず
洪
英
植
と
魚
允
中
の
二
人
と
見

て
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
何
如
璋
は
魚
・
洪
の
名
前
を
挙
げ
て
「
甚
開
明
、
極
願

外
交
」
と
評
価
し
て
い
る ）

60
（

。
何
如
璋
は
六
月
二
日
に
魚
・
洪
の
二
人
と
筆
談
を
し

た
が
、
そ
の
内
容
を
総
理
衙
門
に
報
告
し
た
。
そ
れ
は
、
魚
允
中
ら
が
、
実
は
国
王

の
命
令
を
奉
じ
て
専
ら
外
交
の
利
害
を
探
る
た
め
に
来
て
い
る
の
だ
と
述
べ
て
、
ア

メ
リ
カ
と
の
通
商
に
関
し
て
は
、
今
こ
の
時
期
で
あ
れ
ば
、
過
日
の
よ
う
に
国
書
の

受
理
を
拒
む
よ
う
な
こ
と
は
絶
対
な
い
で
あ
ろ
う
と
い
う
内
容
で
あ
っ
た ）

61
（

。

し
か
し
魚
と
洪
の
二
人
が
何
如
璋
と
面
会
し
た
の
は
、
こ
の
時
が
初
め
て
で
は
な

か
っ
た
。
そ
れ
ま
で
は
、
対
米
開
国
に
つ
い
て
前
向
き
な
姿
勢
を
示
さ
ず
に
沈
黙
し

て
い
た
の
か
、
そ
れ
と
も
前
に
も
言
及
し
た
よ
う
に
、「
紳
士
遊
覧
団
」
の
メ
ン
バ
ー

は
機
会
が
あ
れ
ば
、
朝
鮮
国
内
に
書
信
を
送
付
し
て
い
た
の
で
、
滞
在
中
に
新
た
に

指
示
を
受
け
た
の
か
、
ど
ち
ら
も
可
能
性
が
あ
る
が
、
た
だ
の
放
言
で
は
な
い
こ
と

だ
け
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
も
う
一
つ
の
伝
統
的
な
ル
ー
ト
で
あ
る
、
朝
貢

使
節
を
通
し
て
清
に
伝
え
た
情
報
と
一
致
し
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
朝
鮮
は
同
年
一

八
八
一
年
二
月
に
、
訳
官
の
李
容
粛
を
天
津
に
赴
か
せ
、
李
鴻
章
に
朝
鮮
の
対
米
政

策
が
転
換
し
た
こ
と
を
知
ら
せ
て
い
た
の
で
あ
る ）

62
（

。
魚
と
洪
が
示
し
た
対
米
通
商

に
対
す
る
積
極
的
な
反
応
は
、
何
如
璋
に
と
っ
て
は
大
き
な
朗
報
で
あ
っ
た
で
あ
ろ

う
。
同
時
に
、
魚
允
中
と
洪
英
植
も
こ
こ
で
何
如
璋
に
期
待
さ
れ
、
信
頼
を
得
る
こ

と
が
で
き
た
と
思
わ
れ
る
。
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四
．
東
京
で
の
活
動

清
国
公
使
館
と
の
接
触
以
外
に
、
魚
允
中
は
ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
た
の
か
。

ま
ず
、
会
っ
た
日
本
人
官
僚
と
有
名
な
知
識
人
は
数
多
く
い
た
。
宮
本
小
一
の
後

に
、
五
月
六
日
か
ら
は
順
次
、
岩
倉
具
視
、
井
上
馨
、
佐
野
常
民
、
三
条
実
美
、
熾

仁
親
王
、
伊
藤
博
文
、
黒
田
清
隆
、
松
方
正
義
、
寺
島
宗
則
、
副
島
種
臣
、
山
田
顕

義
、
大
山
巌
、
川
村
純
義
、
松
方
正
義
、
重
野
安
繹
、
増
田
貢
な
ど
と
面
会
し
て
い

て
、
錚
々
た
る
顔
ぶ
れ
で
あ
っ
た
。

見
学
し
た
官
公
庁
、
学
校
、
工
場
は
、
魚
允
中
の
復
命
書
に
よ
る
と
、
外
務
省
・

内
務
省
・
大
蔵
省
・
陸
軍
省
・
海
軍
省
・
工
部
・
農
商
務
省
・
開
拓
使
・
元
老
院
・

大
学
校
・
士
官
学
校
・
戸
山
学
校
・
師
範
学
校
・
工
部
大
学
校
・
海
軍
兵
学
校
・
機

関
学
校
・
語
学
校
・
農
学
校
・
電
信
局
・
郵
便
局
・
印
刷
局
・
瓦ガ

ス斯
局
・
教
育
博
物

館
・
博
覧
会
・
製
紙
所
、
集
治
監
・
砲
兵
工
場
・
育
種
場
・
横
須
賀
造
船
所
と
記
さ

れ
て
い
る ）

63
（

。

魚
允
中
が
挙
げ
た
こ
れ
ら
の
見
学
先
は
、
ほ
か
の
「
紳
士
遊
覧
団
」
メ
ン
バ
ー
と

大
き
な
違
い
は
見
ら
れ
な
い
。
ほ
か
の
メ
ン
バ
ー
の
復
命
書
に
も
同
じ
よ
う
に
、
数

多
の
見
学
場
所
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
宋
憲
斌
の
記
録
に
よ
る
と
、
そ
の
ほ
か
に
確

認
で
き
る
魚
允
中
ら
の
グ
ル
ー
プ
行
動
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

六
月
十
八
日
に
は
李
元
会
、
洪
英
植
、
金
鏞
元
と
の
四
人
だ
け
で
（
随
員
・
通
事

を
除
く
）
横
浜
に
行
き
、「
歴
覧
諸
處
造
船
」
と
造
船
所
を
見
学
し
た
。
七
月
四
日

に
は
天
皇
の
行
幸
の
後
に
つ
い
て
、
宇
都
宮
で
歩
兵
第
二
連
隊
を
視
察
し
た
が
、
こ

こ
は
李
元
会
と
洪
英
植
の
三
人
だ
け
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
戸
山
学
校
操
錬
も
李
元

会
、
魚
允
中
、
洪
英
植
の
三
人
で
一
緒
に
観
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
魚
允
中
は
や

は
り
、
軍
事
関
連
の
こ
と
を
特
に
注
視
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

滞
在
中
に
ま
た
、
多
く
の
宴
席
に
呼
ば
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
家
に
招
い
て
く
れ
た

の
は
、
伊
藤
博
文
、
内
務
省
権
大
書
記
官
桜
井
勉
、
対
馬
藩
主
（
宗
重
正
）、
渋
沢

栄
一
、
宮
本
小
一
で
あ
っ
た
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
松
方
正
義
か
ら
は
上
野

精
養
軒
で
、
上
野
景
範
か
ら
は
芝
離
宮
で
招
待
を
受
け
た
。

さ
ら
に
七
月
四
日
か
ら
、
各
官
公
署
を
訪
ね
、
別
れ
を
告
げ
る
メ
ン
バ
ー
た
ち
の

行
動
が
始
ま
っ
た
。
随
員
の
姜
晋
馨
は
帰
る
日
程
が
決
ま
っ
た
こ
と
に
「
歓
喜
無
比
」

と
し
て
、
荷
物
を
先
に
船
便
で
神
戸
に
送
る
た
め
、
荷
造
り
し
て
「
益
覚

然
」
と

帰
心
を
綴
っ
た ）

64
（

。

七
月
十
四
日
に
、
魚
、
洪
と
と
も
に
、
李
元
会
、
金
鏞
元
、
趙
秉
稷
が
「
事
有
未

4

4

4

了4

」
と
い
う
理
由
で
帰
国
し
な
い
と
い
う
情
報
が
メ
ン
バ
ー
に
共
有
さ
れ
た
。
そ
し

て

山
で
魚
・
洪
が
雇
っ
た
通
訳
の
武
田
邦
太
郎
も
共
に
帰
国
が
遅
れ
る
。
こ
う
し

て
先
に
帰
る
メ
ン
バ
ー
は
横
浜
へ
向
か
っ
た
が
、
一
方
、
残
っ
て
い
た
魚
允
中
ら
は

十
五
日
に
、
砲
兵
工
廠
に
お
い
て
「
民
敦
銃
（
ラ
イ
フ
ル
銃
）
の
金
具
及
弾
薬
等
」

を
検
収
し
、
金
四
百
十
六
円
十
六
銭
の
代
価
を
支
払
っ
て
い
る
。
そ
の
後
、
上
野
精

養
軒
に
て
陸
軍
少
将
小
沢
武
雄
の
主
催
す
る
餞
別
会
に
参
加
し
た ）

65
（

。

そ
し
て
翌
十
六
日
に
、
魚
允
中
と
金
鏞
元
は
、
先
に
東
京
を
出
発
し
た
メ
ン
バ
ー

を
見
送
る
た
め
に
横
浜
に
向
か
う
。
趙
秉
稷
、
洪
英
植
、
李
元
会
は
同
行
せ
ず
に
神

戸
で
合
流
す
る
こ
と
に
し
た
。
東
京
に
残
っ
た
理
由
の
「
未
了
之
事
」
の
処
理
は
済

ん
だ
よ
う
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
す
な
わ
ち
購
入
し
た
兵
器
の
検
収
で
あ
る
。
ど
の
程

度
の
量
を
購
入
し
た
の
か
に
つ
い
て
の
記
録
は
な
い
が
、
国
王
に
支
給
さ
れ
た
メ
ン

バ
ー
一
人
当
た
り
の
旅
費
千
三
百
六
十
五
円
と
比
べ
る
と
、
金
四
百
十
六
円
十
六
銭

は
相
当
な
金
額
で
あ
る
と
考
え
て
良
い
で
あ
ろ
う
。
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一八八一年、魚允中の清国行きについて

帰
国
す
る
メ
ン
バ
ー
は
横
浜
、
神
戸
を
経
由
し
て
長
崎
に
向
か
う
予
定
で
あ
っ
た

が
、
神
戸
で
合
流
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
洪
英
植
た
ち
の
到
着
を
待
つ
た
め
に
七

日
間
留
ま
っ
た
。
そ
こ
に
、
客
が
訪
れ
て
来
た
。
五
衛
将
の
李
健
赫
、
そ
し
て
鄭
秉

夏 ）
66
（

で
あ
る
。
彼
ら
は
各
種
機
械
類
を
購
入
す
る
た
め
に
日
本
に
渡
っ
た
と
い
う

が ）
67
（

、
こ
の
「
来
客
」
の
存
在
に
つ
い
て
朴
定
陽
は
耳
に
し
て
い
な
か
っ
た
。
鄭
ら

は
そ
の
ま
ま
メ
ン
バ
ー
た
ち
と
一
緒
に
、
閏
七
月
一
日
に
長
崎
か
ら
帰
国
し
た
。
こ

の
こ
と
か
ら
、
ど
う
や
ら
兵
器
を
購
入
し
た
の
は
魚
允
中
ら
だ
け
で
は
な
か
っ
た
こ

と
が
分
か
る
。

日
本
に
残
っ
て
い
た
魚
允
中
に
対
し
て
、
帰
国
し
た
メ
ン
バ
ー
か
ら
は
慰
労
す
る

手
紙
が
送
ら
れ
て
き
た
。
彼
ら
は
滞
留
の
理
由
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
何
で
あ
る
か

は
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
が
、
な
す
べ
き
任
務
が
あ
る
か
ら
と
納
得
し
て
い
る
よ
う
で

あ
っ
た ）

68
（

。
Ⅳ
．
魚
允
中
の
清
国
行
き

一
．
魚
允
中
の
記
録

魚
允
中
は
こ
の
後
の
自
身
の
行
動
に
つ
い
て
、『
従
政
年
表
』
で
以
下
の
よ
う
に

記
述
し
て
い
る
。

七
月
二
一
日　

往
横
浜
、
送
同
来
諸
公
先
帰

八
月
二
七
日　

自
横
浜
、
乗
汽
船
而
西

九
月
一
日　
　

在
神
戸
、
逢
信
使
趙
秉
鎬
、
従
事
官
李
祖
淵

九
月
六
日　
　

乗
船
向
長
崎

九
月
九
日　
　

到
長
崎

九
月
十
日　
　

向
上
海

九
月
十
二
日　

到
上
海
、
訪
王
松
森

九
月
十
三
日　

訪
蘇
松
道
劉
瑞
芬
、
太
守
陳
宝
渠
及
鄭
官
応

九
月
二
四
日　

乗
船
向
天
津

十
月
二
日　
　

到
天
津
、
留
招
商
局
、

弁
唐
廷
枢
、
委
員
黄
□
□
倶
歓
待

十
月
六
日　
　

往
見
津
海
関
道
周
馥

十
月
十
日　
　

謁
李
中
堂
鴻
章

十
月
十
日　
　

自
天
津
招
商
局
、
乗
汽
船
而
南

十
月
二
四
日　

還
到
上
海

十
一
月
一
日　

還
向
長
崎

十
一
月
七
日　

自
長
崎
與
信
使
一
行
、
同
舟
而
西

十
一
月
十
日　

還
東
萊

十
二
月
十
四
日　

還
京
復
命 ）
69
（

こ
れ
を
見
る
限
り
、
魚
允
中
は
七
月
二
一
日
に
横
浜
で
「
紳
士
遊
覧
団
」
一
行
の

帰
国
を
見
送
っ
て
か
ら
、
閏
七
月
を
経
て
八
月
二
七
日
ま
で
の
約
二
ヶ
月
間
、
ず
っ

と
横
浜
に
滞
在
し
て
い
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
後
に
西
へ
向
か
い
、
神
戸
で

信
使
の
趙
秉
鎬
と
従
事
官
李
祖
淵
に
会
っ
た
。
さ
ら
に
そ
の
五
日
後
に
長
崎
を
経
由

し
て
清
に
赴
き
、
上
海
で
王
松
森
、
蘇
松
道
の
劉
瑞
芬
、
太
守
の
陳
宝
渠
、
鄭
官
応

の
も
と
を
訪
れ
た
。
上
海
に
十
二
日
間
滞
在
し
た
後
に
天
津
に
行
き
、
招
商
局
に
留

ま
っ
て

弁
（
総
弁
）
の
唐
廷
枢
と
委
員
黄
某
の
歓
待
を
受
け
た
。
天
津
で
は
津
海

関
道
の
周
馥
を
訪
ね
て
、
つ
い
に
李
鴻
章
に
謁
見
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

魚
允
中
は
高
宗
へ
の
復
命
で
は
、
こ
の
清
国
行
き
の
こ
と
を
報
告
し
て
い
る
。
劉
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瑞
芬
、
李
鴻
章
、
そ
し
て
周
馥
に
会
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
、
上
海
の
江
南
製

造
総
局
に
て
銃
砲
な
ど
の
兵
器
弾
薬
の
製
造
を
見
学
し
た
こ
と
も
書
い
て
あ
る
。
ま

た
、
高
宗
も
魚
允
中
に
清
の
状
況
に
つ
い
て
質
問
を
し
た
。
つ
ま
り
、
清
に
行
っ
て

来
た
こ
と
は
公
に
し
て
も
良
い
情
報
で
あ
っ
た
と
見
え
る
。
し
か
し
日
本
に
滞
留
し

た
理
由
に
つ
い
て
、
自
分
は
先
に
帰
国
し
た
「
紳
士
遊
覧
団
」
メ
ン
バ
ー
と
比
べ
て
、

才
能
が
な
い
上
に
見
識
が
浅
く
、
見
聞
を
申
し
上
げ
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
さ

ら
に
数
カ
月
留
ま
る
こ
と
に
な
っ
た ）

70
（

と
述
べ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
神
戸
で
信
使

た
ち
に
会
う
ま
で
の
二
ヶ
月
間
、
懸
命
に
見
聞
を
広
め
る
べ
き
で
、
何
も
し
て
い
な

い
は
ず
は
な
い
が
、
清
へ
渡
る
前
の
期
間
に
お
い
て
の
行
動
を
語
っ
て
い
な
い
。

も
う
一
つ
気
に
な
る
こ
と
は
、
魚
允
中
は
清
朝
行
き
の
目
的
を
具
体
的
に
述
べ
て

い
な
い
た
め
、
こ
れ
ま
で
「
李
鴻
章
の
下
で
締
結
交
渉
が
進
め
ら
れ
て
い
る
朝
鮮
と

米
国
間
の
条
約
草
案
を
検
討
す
る
た
め
」
と
、
当
時
の
状
況
か
ら
推
測
さ
れ
て
い

た ）
71
（

。
し
か
し
何
如
璋
の
九
月
六
日
付
の
報
告
書
に
は
「
朝
鮮
外
交
利
害
、
前
洪
英

植
帰
国
時
、
謂
当
帰
告
政
府
、
詳
陳
一
切
。
計
洪
英
植
此
時
到
国
未
久
、
其
政
府
能

否
楽
従
、
俟
有
来
函
、
即
当
馳
達 ）

72
（

」
と
あ
る
の
で
、
朝
鮮
政
府
の
態
度
は
ま
だ
は
っ

き
り
し
て
お
ら
ず
、
朝
米
条
約
の
草
案
を
検
討
す
る
に
は
時
期
尚
早
で
あ
る
と
こ
の

時
何
如
璋
は
思
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
清
の
資
料
に
頼
っ
て
傍
証
す

れ
ば
、
魚
允
中
は
李
鴻
章
と
の
面
談
に
お
い
て
、
清
と
の
間
の
「
互
市
」
を
停
止
し
、

民
間
の
自
由
貿
易
を
行
う
よ
う
に
求
め
た
。
そ
し
て
朝
鮮
に
お
け
る
日
本
の
勢
力
拡

大
を
阻
止
し
た
い
と
い
う
理
由
で
、「
華
商
」（
清
国
商
人
）
の
貿
易
進
出
を
要
請
し

た ）
73
（

。
魚
允
中
が
こ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
が
、
果
た
し
て
そ

れ
が
清
国
行
き
の
真
の
目
的
だ
っ
た
の
か
、
次
に
「
談
草
」
と
い
う
新
資
料
を
紹
介

し
て
こ
の
こ
と
を
検
討
し
て
見
た
い
。

二
．
資
料
「
談
草
」
に
つ
い
て

「
談
草
」
は
、
四
七
頁
か
ら
な
る
冊
子
の
形
で
韓
国
学
中
央
研
究
院
蔵
書
閣
に
所

蔵
さ
れ
て
い
る
（
史
部
：
雑
史
類
：
二
―
一
九
〇
）。
日
付
と
項
目
で
示
し
て
い
る

よ
う
に
、
魚
允
中
が
清
に
行
く
前
と
清
に
行
っ
た
後
の
筆
談
、
合
わ
せ
て
十
六
点
が

収
録
さ
れ
て
い
る
。

①
閏
七
月
一
日　

黄
遵
憲
晤
談

②
七
月
十
四
日　

何
公
使
晤
談

③
七
月
十
五
日　

與
黄
公
度
往
上
野
池
亭
晤
談

④
七
月
十
八
日　

往
見
花
房
義
質

⑤
七
月
二
八
日　

赴
井
上
馨
家

⑥
八
月
一
日　
　

訪
問
何
公
使

⑦
八
月
二
二
日　

往
清
公
署
（
何
如
璋
、
黄
遵
憲
）

⑧
八
月
二
二
日　

往
見
井
上
馨

⑨
八
月
二
三
日　

何
公
使
来
訪

⑩
九
月
四
日　
　

神
戸
領
事　

廖
錫
恩

　
　
　
　
　
　
　

到
上
海
後

⑪
九
月
十
九
日　

李
観
察
興
鋭
来
訪

⑫
九
月
二
二
日　

別
劉
海
道
瑞
芬

⑬
十
月
八
日　
　

見
唐
廷
枢

⑭
十
月
二
二
日　

在
船
中
晤
高
驂
麟
仲
郢

⑮
十
月
二
三
日　

在
船
中
晤
李
毓
林
黙
庵
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一八八一年、魚允中の清国行きについて

⑯
十
一
月
四
日　

余

来
訪

「
談
草
」
は
한
임
선
「
장
서
각 

소
장
자
료
『
談
草
』 

를 

통
해 

본　

魚
允
中
의 

개
화
사
상
」（「
蔵
書
閣
所
蔵
資
料
『
談
草
』
を
通
し
て
見
た
魚
允
中
の
開
化
思
想 ）
74
（

」）

と
김
기
엽
「
一
八
八
一
년 

어
윤
중
이 

쓴 

담
초
（
談
草
） 

의 

특
증
과 

대
담
에 

나
타

난 

한
·
중
·
일
의
정
세
」（「
一
八
八
一
年
魚
允
中
が
著
し
た
『
談
草
』
の
特
徴
と

対
談
に
現
れ
た
韓
・
中
・
日
の
情
勢 ）

75
（

」）
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
両
論
文
は

資
料
の
構
成
と
内
容
の
紹
介
が
中
心
で
、
題
名
通
り
に
会
話
の
中
か
ら
「
魚
允
中
の

開
化
思
想
」
と
「
韓
・
中
・
日
の
政
治
情
勢
」
に
関
す
る
内
容
を
抽
出
し
て
、
そ
れ

ぞ
れ
の
テ
ー
マ
に
そ
っ
て
検
討
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。
十
六
点
も
あ
る
筆
談
は
長

短
さ
ま
ざ
ま
、
そ
の
内
容
は
実
に
多
岐
に
わ
た
っ
て
お
り
、
テ
ー
マ
を
挙
げ
る
と
枚

挙
に
い
と
ま
が
な
い
。
ま
た
、
会
話
は
相
手
が
い
る
と
い
う
性
質
を
考
え
る
と
、
慎

重
な
史
料
批
判
が
必
要
で
あ
る
。

「
談
草
」
は
有
名
な
「
大
河
内
文
書 ）

76
（

」
の
よ
う
に
、
書
い
た
筆
談
そ
の
も
の
を

貼
り
合
わ
せ
た
も
の
で
は
な
く
、
交
わ
し
た
筆
談
を
書
き
写
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ

れ
を
記
録
し
た
人
の
「
編
纂
」
が
加
わ
っ
て
い
る
可
能
性
は
排
除
で
き
な
い
。
し
か

し
底
本
に
基
づ
い
て
編
集
さ
れ
た
『
従
政
年
表
』
の
よ
う
に
、
大
き
な
増
減
は
な
い

と
考
え
ら
れ
る
。
筆
談
は
閏
七
月
一
日
か
ら
と
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
よ
り
以
前
の
も

の
に
つ
い
て
は
散
逸
し
た
可
能
性
も
あ
り
、
閏
七
月
に
な
っ
て
か
ら
記
録
を
始
め
た

と
断
言
す
る
十
分
な
根
拠
が
な
い
。
ま
た
、
そ
の
形
式
に
関
し
て
は
、
前
述
の
李

永
の
筆
談
記
録
、
そ
し
て
「
談
草
」
に
は
収
録
さ
れ
て
い
な
い
が
、
魚
允
中
が
十
月

二
八
日
に
何
如
璋
の
後
任
公
使
と
な
る
黎
庶
昌 ）

77
（

を
訪
ね
て
い
た
時
に
行
わ
れ
た
筆

談
と
も
同
じ
形
式
を
と
っ
て
お
り
、
特
異
性
は
見
ら
れ
な
い
。

三
．「
談
草
」
の
主
な
内
容

以
下
に
お
い
て
、「
談
草
」
に
記
さ
れ
て
い
る
筆
談
の
内
容
に
つ
い
て
検
討
し
て

み
た
い
。

１
．
黄
遵
憲
と
の
筆
談

黄
遵
憲
と
の
筆
談
は
閏
七
月
一
日
と
十
五
日
の
二
回
収
録
さ
れ
て
い
る
。
閏
七
月

一
日
の
冒
頭
に
魚
允
中
が
、「
公
署
只
拜
何
大
人
、
未
拜
先
生
、
毎
以
為
悵
」
と
述

べ
て
い
る
の
で
、
こ
の
日
に
二
人
が
初
め
て
会
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
し
か
し
黄
遵

憲
は
魚
允
中
が
宇
都
宮
に
行
く
（
七
月
七
日
）
前
に
、
わ
ざ
わ
ざ
人
を
遣
わ
し
て
書

物
を
贈
り
、
会
う
約
束
を
し
た
が
、
延
び
延
び
と
な
っ
て
一
ヶ
月
近
く
経
っ
て
い
た
。

そ
し
て
黄
遵
憲
は
洪
英
植
を
は
じ
め
、
多
く
の
「
紳
士
遊
覧
団
」
メ
ン
バ
ー
と
会
っ

て
い
た
。
洪
と
よ
く
行
動
を
共
に
し
て
い
た
魚
允
中
だ
が
、
何
如
璋
を
訪
問
し
て
も

黄
遵
憲
を
訪
問
す
る
こ
と
は
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
単
な
る
偶
然
の
こ
と

な
の
で
あ
ろ
う
か
。
魚
允
中
と
黄
遵
憲
の
筆
談
の
量
の
多
さ
を
見
る
と
、
二
人
は
長

時
間
に
わ
た
っ
て
会
談
し
て
い
て
、
話
が
盛
り
上
が
っ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
そ

こ
で
思
い
出
さ
れ
る
の
は
、
金
弘
集
が
黄
遵
憲
の
『
朝
鮮
策
略
』
を
携
え
て
帰
国
し

た
後
の
指
弾
を
受
け
た
こ
と
で
あ
る
。
魚
允
中
は
敢
え
て
他
の
メ
ン
バ
ー
が
い
る
と

こ
ろ
で
黄
遵
憲
に
会
わ
な
か
っ
た
可
能
性
は
排
除
で
き
な
い
。

二
人
は
互
い
へ
の
敬
慕
を
述
懐
し
た
後
に
、
税
則
を
協
定
す
る
た
め
に
日
本
に
来

る
予
定
の
趙
秉
鎬
と
李
祖
淵
に
つ
い
て
話
し
た
。
当
初
は
金
弘
集
が
信
使
と
し
て
来

る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
趙
秉
鎬
に
変
わ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
黄
遵
憲
も
魚
允
中

も
知
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
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そ
し
て
互
い
の
関
心
事
で
あ
る
関
税
、
通
商
に
つ
い
て
の
話
が
交
わ
さ
れ
、
開
国

に
つ
い
て
賛
成
の
立
場
に
い
る
李
裕
元
の
失
職
、
そ
し
て
反
対
の
立
場
に
い
る
李
晩

孫
の
こ
と
が
話
題
に
な
っ
た
。
李
晩
孫
は
黄
遵
憲
に
つ
い
て
、「
彼
黄
遵
憲
者
、
自

称
以
中
国
之
産
、
而
為
日
本
之
説
客
、
為
邪
蘇
善
神
、
甘
作
乱
賊
之
嚆
矢 ）

78
（

」
と
痛

烈
な
批
判
を
浴
び
せ
て
い
た
儒
学
者
で
あ
っ
た
が
、
黄
遵
憲
は
彼
の
こ
と
を
「
才
気

可
採
、
其
忠
愛
可
敬
」
と
、
案
外
高
く
評
価
し
て
い
る
。
黄
は
筆
談
の
相
手
が
朝
鮮

人
だ
か
ら
と
自
分
を
批
判
し
て
い
る
人
に
対
し
て
も
、
無
理
に
評
価
を
与
え
て
い
る

の
で
は
な
い
よ
う
だ
。
六
月
二
十
日
付
の
宮
島
誠
一
郎
と
の
筆
談
に
お
い
て
も
、
黄

遵
憲
は
朝
鮮
に
李
晩
孫
重
用
を
提
言
し
て
い
た
と
言
っ
て
い
る ）

79
（

こ
と
か
ら
、
心
底

か
ら
そ
の
才
能
を
評
価
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

李
東
仁
の
消
息
も
尋
ね
ら
れ
た
が
、
魚
允
中
は
「
見
斃
於
凶
人
之
手
」
と
、
す
で

に
死
亡
し
た
こ
と
を
告
げ
た
。
李
東
仁
が
亡
く
な
っ
て
い
た
ら
、
計
画
し
て
い
た
戦

艦
購
入
は
ど
う
な
る
の
か
。

筆
談
で
は
し
ば
ら
く
明
治
維
新
を
め
ぐ
っ
て
の
意
見
が
交
わ
さ
れ
た
。
魚
允
中
が

維
新
を
失
敗
例
と
見
て
、
朝
鮮
は
そ
れ
を
前
轍
と
す
べ
き
だ
と
述
べ
て
い
る
の
に
対

し
て
、
黄
遵
憲
は
、
今
は
昔
と
状
況
が
異
な
り
、
平
穏
を
求
め
て
は
生
き
抜
く
こ
と

は
で
き
な
い
と
、
こ
れ
ま
で
の
朝
鮮
の
慎
重
な
対
外
姿
勢
を
批
判
し
た
。
そ
れ
を
聞

い
た
魚
允
中
は
、
そ
う
い
う
話
は
日
本
人
か
ら
も
聞
く
が
、
信
頼
で
き
な
い
。
清
国

人
の
言
う
こ
と
こ
そ
信
頼
で
き
る
と
黄
遵
憲
に
言
っ
た
。
そ
し
て
清
の
有
力
者
は
誰

か
と
尋
ね
た
。
そ
こ
で
黄
遵
憲
が
名
前
を
挙
げ
た
の
は
、
李
鴻
章
、
左
宗
棠
（
一
八

一
二
〜
一
八
八
五
）、
劉
錦
棠
（
一
八
四
四
〜
一
八
九
四
）、
楊
昌
濬
（
一
八
二
五
〜

一
八
九
七
）、
張
樹
声
（
一
八
二
四
〜
一
八
八
四
）、
丁
宝
楨
（
一
八
二
〇
〜
一
八
八

六
）、
劉
坤
一
（
一
八
三
〇
〜
一
九
〇
二
）、
劉
長
佑
（
一
八
一
八
〜
一
八
八
七
）、

張
曜
（
一
八
三
二
〜
一
八
九
一
）、
金
順
（
？
〜
一
八
八
六
）、
銘
安
（
一
八
二
八
〜

一
九
一
一
）
で
あ
る
。
み
な
、
太
平
天
国
軍
と
戦
っ
た
名
将
と
洋
務
派
高
官
で
あ
る
。

な
お
、
金
順
と
銘
安
は
満
人
で
あ
る
。『
魚
允
中
全
集
』
に
は
、
彼
ら
の
名
前
が
同

じ
順
番
で
書
か
れ
て
い
た
メ
モ
が
収
録
さ
れ
て
い
る ）

80
（

。

魚
允
中
の
日
本
人
は
信
頼
で
き
な
い
と
い
う
発
言
を
受
け
て
、
黄
遵
憲
は
自
分
の

著
し
た
『
朝
鮮
策
略
』
に
あ
る
「
結
日
本
」
と
い
う
記
述
を
挙
げ
て
、
そ
れ
は
日
本

人
の
中
で
「
有
礼
」
の
者
に
つ
い
て
は
「
極
力
保
護
」
し
、「
無
礼
」
な
者
に
対
し

て
は
「
極
力
争
辨
」
す
べ
き
だ
と
言
う
意
味
で
あ
る
と
説
明
し
、
日
本
か
ら
の
情
報

を
分
別
し
、
選
択
す
る
よ
う
に
と
忠
告
し
て
い
る
。

興
味
深
い
の
は
、
黄
遵
憲
が
、
魚
允
中
の
同
行
し
て
い
る
人
の
中
に
日
本
語
の
通

じ
る
人
は
い
な
い
か
と
質
問
し
、
続
い
て
、
黄
は
尹
致
昊
と
い
う
人
が
中
村
正
直
の

と
こ
ろ
で
勉
強
し
て
い
る
が
、
年
少
で
聡
明
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
一
、
二
年
で
日
本

語
が
通
じ
る
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
と
話
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
尹
致
昊
は
前
述
の

通
り
、
魚
允
中
に

山
か
ら
同
行
し
て
来
た
こ
と
は
確
認
で
き
な
い
が
、
随
員
と

な
っ
て
い
る
。
す
で
に
同
人
社
に
入
学
し
て
、
黄
遵
憲
の
耳
に
ま
で
入
っ
て
い
た
と

い
う
こ
と
は
、
評
判
に
な
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
は
本
来
な
ら
ば
、
魚
允
中

の
ほ
う
が
詳
し
い
は
ず
で
、
彼
か
ら
発
す
る
べ
き
内
容
で
あ
る
が
、
黄
遵
憲
の
方
か

ら
聞
か
さ
れ
る
形
に
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
に
尹
致
昊
の
こ
と
に
つ
い
て
、
魚
允
中
の

反
応
は
書
か
れ
て
い
な
い
。

二
人
の
話
は
尽
き
る
こ
と
な
く
、
漢
学
者
や
商
業
の
状
況
、
そ
し
て
つ
い
に
兵
器

の
購
入
に
及
ん
だ
。
そ
こ
で
は
、
日
本
も
清
も
、
西
洋
か
ら
兵
器
を
購
入
し
て
い
る

と
い
う
情
報
が
共
有
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
明
治
期
の
御
用
商
人
と
し
て
軍
需
品
の

調
達
な
ど
で
有
名
な
商
人
大
倉
喜
八
郎
に
つ
い
て
も
話
が
出
た
。
そ
の
内
容
か
ら
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一八八一年、魚允中の清国行きについて

は
、
以
前
、
大
倉
が
魚
允
中
に
書
籍
を
贈
っ
て
い
た
場
に
、
黄
遵
憲
が
一
緒
に
い
た

こ
と
が
分
か
る
。
つ
ま
り
魚
と
黄
の
面
会
回
数
は
も
っ
と
多
か
っ
た
の
で
あ
り
、
筆

談
記
録
は
す
べ
て
が
残
っ
て
は
い
な
い
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

２
．
何
如
璋
と
の
筆
談

何
如
璋
と
の
筆
談
は
四
回
分
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
の
七
月
十
四
日
、

八
月
一
日
、
八
月
二
二
日
の
三
回
は
黄
遵
憲
が
清
国
公
使
館
を
訪
れ
て
行
き
、
八
月

二
三
日
は
何
如
璋
の
ほ
う
か
ら
訪
ね
て
来
た
。
ま
た
、
八
月
二
二
日
は
黄
遵
憲
も
同

席
し
て
い
た
。

こ
れ
ま
で
に
魚
允
中
は
す
で
に
何
如
璋
と
数
回
面
会
し
、
外
交
に
対
し
て
積
極
的

な
姿
勢
を
見
せ
て
い
た
こ
と
は
、
前
述
し
た
通
り
で
あ
る
。
二
人
の
筆
談
は
近
頃
の

山
や
琉
球
問
題
に
関
す
る
新
聞
記
事
か
ら
始
ま
っ
た
。
何
如
璋
は
琉
球
問
題
に
つ

い
て
は
、
す
ぐ
に
解
決
で
き
な
い
の
で
、
徐
々
に
議
論
を
重
ね
て
い
く
し
か
な
い
と

の
考
え
を
示
し
た
。
清
は
国
内
が
安
定
し
た
と
こ
ろ
で
、
海
・
陸
両
方
の
兵
力
を
整

備
す
る
予
定
で
あ
り
、
と
り
わ
け
英
仏
の
両
国
に
装
甲
船
（
鉄
甲
）
な
ど
の
兵
船
を

注
文
す
る
予
定
だ
と
話
し
た
。
こ
れ
は
金
弘
集
ら
の
計
画
し
て
い
る
戦
艦
購
入
と
関

連
あ
る
話
だ
が
、
魚
允
中
の
考
え
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。

ま
た
、
何
如
璋
の
話
と
し
て
、
戦
艦
の
購
入
に
要
す
る
費
用
は
膨
大
で
あ
り
、
状

況
を
見
な
が
ら
順
番
に
進
め
て
い
く
べ
き
だ
と
あ
る
。
日
本
は
近
年
、
急
速
に
政
治

改
革
を
進
め
、
財
金
が
流
出
し
、
国
が
そ
の
せ
い
で
空
っ
ぽ
に
な
っ
て
い
る
。
み
ん

な
そ
れ
を
知
っ
て
い
る
が
、
救
お
う
と
し
て
も
な
す
術
が
な
く
、
ま
こ
と
に
嘆
か
わ

し
い
、
と
も
書
い
て
あ
る
。
こ
う
し
た
日
本
財
政
の
「
失
策
」
に
つ
い
て
は
繰
り
返

し
話
さ
れ
て
い
た
。
魚
允
中
の
高
宗
へ
の
復
命
に
も
同
様
の
意
見
が
見
ら
れ
る
。
魚

允
中
の
明
治
維
新
へ
の
批
判
的
な
評
価
に
は
、
こ
う
し
た
何
如
璋
か
ら
の
影
響
が

あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

魚
允
中
は
日
本
の
財
政
を
批
判
す
る
が
、
清
の
「
近
代
化
」
産
業
に
対
し
て
は
称

賛
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
福
州
船
政
局
が
日
に
日
に
隆
盛
の
勢
い
を
見
せ
て
い
る

こ
と
を
聞
い
た
と
魚
允
中
は
言
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
魚
允
中
は
自
分
の
願
う
と
こ
ろ

は
中
国
の
ま
す
ま
す
の
富
強
と
李
相
伯
（
李
鴻
章
の
こ
と
）
閣
下
の
ご
健
勝
で
あ
る

と
も
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
を
聞
い
た
何
如
璋
は
喜
ば
な
い
は
ず
が
な
い
で
あ
ろ
う
。

何
如
璋
と
魚
允
中
の
筆
談
に
は
、
通
商
、
外
国
情
勢
、
そ
し
て
関
税
に
関
す
る
話

が
多
く
、「
出
洋
生
徒
」
に
つ
い
て
ま
で
及
ん
だ
。
こ
れ
は
清
で
一
八
七
〇
年
代
か

ら
始
ま
っ
た
ア
メ
リ
カ
へ
の
留
学
生
派
遣
の
こ
と
で
あ
る
が
、
十
二
〜
二
〇
歳
の
生

徒
を
四
回
に
分
け
て
一
二
〇
名
を
派
遣
し
た
が
、
そ
の
多
く
は
活
躍
で
き
ず
、
十
五

年
の
留
学
期
間
の
前
に
途
中
帰
国
し
、
結
局
一
八
八
一
年
に
全
面
撤
廃
し
た
の
で
あ

る ）
81
（

。魚
允
中
は
何
如
璋
の
話
題
に
関
心
を
示
し
、
更
に
何
如
璋
の
税
率
や
議
会
制
度
な

ど
に
つ
い
て
の
考
え
も
熱
心
に
聞
い
た
。
ま
た
、「
尚
武
」
こ
そ
が
「
今
日
立
国
之
本
」

で
あ
る
と
い
う
黄
遵
憲
と
何
如
璋
の
意
見
に
も
賛
同
の
意
を
示
し
た
。

そ
ん
な
中
で
魚
允
中
は
、
い
つ
か
李
鴻
章
に
会
っ
て
み
た
い
と
願
い
出
て
い
た
の

で
あ
ろ
う
か
、
八
月
一
日
の
筆
談
に
は
「
将
来
足
下
晤
伯
相
（
李
鴻
章
の
こ
と
）、

推
広
港
口
通
商
之
事
、
不
妨
言
及
」
と
あ
る
の
で
、
こ
こ
に
は
じ
め
て
李
鴻
章
に
面

会
す
る
話
が
浮
上
し
て
き
た
。
そ
し
て
八
月
二
三
日
に
、
何
如
璋
が
突
然
魚
允
中
を

訪
ね
て
来
て
、
魚
が
清
に
行
き
た
い
と
い
う
の
で
、
明
日
の
夕
方
に
人
を
遣
わ
せ
て

上
海
、
天
津
へ
の
紹
介
状
を
取
り
に
来
る
よ
う
に
（「
則
請
於
明
日
傍
晩
着
人
来
館

取
津
滬
之
信
」）
と
話
し
た
。
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何
如
璋
は
や
や
心
細
そ
う
に
し
て
い
る
魚
允
中
に
、
王
松
森
（
号
は
心
如
）
と
い

う
輪
船
招
商
総
局
の
「
文
報
委
員
」
の
こ
と
を
紹
介
し
た
。
文
報
委
員
は
手
紙
の
伝

達
を
担
当
す
る
者
で
あ
る
が
、
王
松
森
は
何
如
璋
と
張
斯
桂
の
専
属
で
あ
る
と
い

う ）
82
（

。
彼
に
上
海
で
の
宿
泊
の
こ
と
か
ら
、
天
津
ま
で
往
来
す
る
ま
で
の
間
の
す
べ

て
の
こ
と
（「
一
切
之
事
」）
を
委
託
し
た
の
で
、
安
心
し
て
封
筒
に
書
い
て
あ
る
住

所
を
尋
ね
る
よ
う
に
と
言
っ
た
。

こ
こ
の
筆
談
か
ら
、
魚
允
中
が
以
前
に
租
界
の
近
く
を
見
学
し
た
い
と
言
っ
て
い

た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
ま
た
、
魚
允
中
は
景
勝
の
探
訪
が
目
的
で
は
な
く
、
見
識

高
い
人
に
会
い
た
い
の
だ
と
言
っ
た
。
す
る
と
何
如
璋
は
、
そ
れ
な
ら
龍
華
製
造
局

（
江
南
製
造
総
局
の
こ
と ）

83
（

）
に
は
漢
訳
さ
れ
た
た
く
さ
ん
の
西
洋
書
が
あ
り
、
天
津

新
城
に
て
新
式
軍
の
操
錬
、
製
造
局
も
二
か
所
あ
る
の
で
ぜ
ひ
こ
れ
ら
の
場
所
を
見

学
す
る
よ
う
に
と
勧
め
た
の
で
あ
る
。
ほ
か
に
観
た
い
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
、
天
津
で

李
鴻
章
に
会
っ
て
申
し
出
れ
ば
問
題
な
い
で
あ
ろ
う
と
言
っ
た
。
最
後
に
、「
彼
此

招
免
商
務
の
一
節
、
閣
下
李
伯
相
に
晤
う
時
に
言
っ
て
み
れ
ば
良
い
」
と
言
っ
て
別

れ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
魚
允
中
は
何
如
璋
の
仲
介
、
支
援
を
受
け
て
清
に
赴
く
こ
と
に

な
っ
た
。
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
、
魚
允
中
た
ち
が
何
如
璋
と
面
会
を
重
ね
る
中
で
、

何
ら
か
の
形
で
清
国
行
き
の
計
画
が
浮
上
し
た
と
推
測
す
る
に
止
ま
っ
て
い
た ）

84
（

。

そ
の
目
的
に
つ
い
て
も
同
じ
く
推
測
の
域
を
出
る
こ
と
が
な
か
っ
た
が
、
こ
の
筆
談

資
料
を
通
し
て
、
何
如
璋
は
魚
允
中
に
、
清
と
の
「
商
務
」
を
展
開
す
る
こ
と
を
願

い
出
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
。
一
方
の
魚
允
中
は
、
こ
れ
ま
で
の
滞
在
中

に
、
何
如
璋
と
黄
遵
憲
か
ら
関
税
に
関
す
る
多
く
の
情
報
を
得
て
、
加
え
て
、
関
税

に
つ
い
て
交
渉
す
る
予
定
で
来
る
修
信
使
を
待
っ
て
い
た
。
彼
の
関
税
に
対
す
る
関

心
も
高
ま
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
を
裏
付
け
る
よ
う
に
、
魚
允
中
は
七
月
十

八
日
に
花
房
義
質
公
使
と
会
っ
た
時
も
、
七
月
二
八
日
に
招
待
を
受
け
て
井
上
馨
の

自
家
を
訪
れ
た
時
も
関
税
に
つ
い
て
の
自
分
の
考
え
を
述
べ
て
い
た
。
そ
の
内
容
に

つ
い
て
も
ま
た
、
何
如
璋
と
相
談
し
、
意
見
を
仰
い
だ
の
で
あ
っ
た
。

た
だ
、
問
題
は
何
の
た
め
の
関
税
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
だ
が
。
見
込
ん
で
い
た

関
税
収
入
は
、「
紳
士
遊
覧
団
」
と
し
て
派
遣
さ
れ
た
当
初
か
ら
計
画
に
入
っ
て
い

た
兵
器
購
入
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
の
た
め
に
も
李
鴻
章
に
会
い
た
か
っ
た
の
で
あ

ろ
う
。

３
．
清
の
洋
務
派
官
僚
と
の
情
報
交
換

こ
う
し
た
何
如
璋
ら
清
朝
側
と
魚
允
中
ら
朝
鮮
側
双
方
の
思
い
が
合
致
し
て
、
魚

允
中
の
清
朝
行
き
が
決
ま
っ
た
。
魚
允
中
は
神
戸
で
第
三
次
修
信
使
一
行
に
会
っ
た

後
に
、
九
月
四
日
に
一
緒
に
清
国
領
事
の
廖
錫
恩
を
訪
問
し
た
記
録
も
「
談
草
」
に

収
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
魚
允
中
は
長
崎
を
経
由
し
て
無
事
に
上
海
に
到
着
し

た
。
王
松
森
が
迎
え
に
来
た
ら
し
く
、
魚
允
中
は
何
の
苦
労
も
な
く
上
海
で
見
学
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
何
如
璋
の
サ
ポ
ー
ト
の
お
か
げ
で
あ
っ
た
。

九
月
十
九
日
に
上
海
機
器
製
造
局
の
総
弁
李
興
鋭 ）

85
（

が
訪
ね
て
来
た
。
魚
允
中
は

冒
頭
に
昨
日
の
訪
問
と
書
籍
を
贈
呈
し
て
も
ら
っ
た
こ
と
に
対
し
て
感
謝
の
意
を
述

べ
て
、
今
の
時
世
は
「
即
一
大
戦
国
」
で
あ
る
と
言
っ
た
。
こ
の
「
大
戦
国
」
論
は

高
宗
へ
の
復
命
書
に
も
あ
っ
た
が
、
魚
允
中
の
文
章
に
現
れ
た
の
は
こ
こ
が
最
初
で

あ
る
。
そ
れ
か
ら
魚
允
中
は
、
李
鴻
章
の
よ
う
な
「
当
代
の
豪
傑
」
に
会
う
の
を
心

待
ち
に
し
て
い
る
と
述
べ
た
後
、
清
の
「
人
材
」
に
つ
い
て
訪
ね
た
。
黄
遵
憲
と
の

筆
談
の
時
と
同
じ
よ
う
に
、
魚
允
中
は
清
の
有
力
な
政
治
家
に
関
心
が
あ
っ
た
よ
う
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一八八一年、魚允中の清国行きについて

で
あ
っ
た
。

次
に
造
船
の
こ
と
と
欧
米
へ
派
遣
し
た
清
の
留
学
生
の
こ
と
に
つ
い
て
議
論
し

た
。
こ
こ
で
魚
允
中
は
、
改
め
て
船
を
購
入
す
る
の
に
多
額
の
費
用
が
必
要
で
あ
る

こ
と
を
知
ら
さ
れ
た
。
そ
し
て
清
が
ア
メ
リ
カ
か
ら
留
学
生
を
召
還
し
た
こ
と
に
対

し
て
、
魚
允
中
は
技
術
を
習
得
す
る
に
は
十
数
年
を
要
す
る
の
に
、
派
遣
し
て
五
、

六
年
で
召
還
し
た
の
は
良
く
な
い
と
、
清
の
政
策
を
批
判
し
た
の
で
あ
る
。
大
胆
な

発
言
で
あ
る
上
に
、
留
学
事
情
に
詳
し
い
、
と
い
う
印
象
で
あ
る
が
、
実
は
こ
れ
は

何
如
璋
と
の
筆
談
か
ら
仕
入
れ
た
ば
か
り
の
情
報
で
あ
っ
た
。
人
材
に
つ
い
て
の
話

の
流
れ
で
科
挙
に
関
し
て
の
話
へ
と
移
っ
た
。
魚
允
中
の
意
見
は
書
か
れ
て
い
な
い

が
、
李
興
鋭
は
科
挙
制
度
を
痛
烈
に
批
判
し
た
。

こ
れ
ら
の
話
が
い
っ
た
ん
落
ち
着
い
て
か
ら
互
い
の
出
身
や
家
族
に
つ
い
て
話
し

た
。
す
る
と
今
度
新
た
に
派
遣
さ
れ
る
清
国
公
使
黎
庶
昌
は
李
興
鋭
と
姻
戚
で
あ
る

こ
と
が
判
明
し
た
。
魚
允
中
は
こ
の
こ
と
を
耳
に
し
て
か
ら
、
天
津
に
行
っ
て
か
ら

の
帰
り
道
の
十
月
二
八
日
に
、
ま
だ
上
海
に
い
る
黎
庶
昌
を
訪
ね
て
行
っ
た
。
そ
の

筆
談
は
清
側
に
記
録
さ
れ
て
い
る
が
、「
談
草
」
に
は
収
録
さ
れ
て
い
な
い ）

86
（

。

天
津
に
向
か
う
前
の
九
月
二
二
日
に
、
劉
瑞
芬 ）
87
（

と
短
い
筆
談
を
行
い
、
別
れ
の

挨
拶
を
し
た
。
話
の
内
容
は
「
西
人
」
と
の
通
商
と
日
本
人
に
つ
い
て
で
あ
っ
た
が
、

実
は
、
劉
瑞
芬
と
は
別
の
形
で
関
わ
り
が
あ
っ
た
。
劉
瑞
芬
は
別
名
「
上
海
道
台
」

の
蘇
松
太
兵
備
道
道
台
で
あ
り
、
魚
允
中
の
復
命
書
に
も
記
載
さ
れ
て
い
る
人
物
で

あ
る
。

実
は
、
一
八
七
九
年
に
密
か
に
上
海
に
来
た
李
炳
龍
と
い
う
朝
鮮
の
商
人
が
、
フ

ラ
ン
ス
商
人
に
朝
鮮
人
参
を
担
保
に
金
を
借
り
た
と
こ
ろ
、
返
さ
ず
に
ト
ラ
ブ
ル
に

な
っ
て
い
た
こ
と
が
九
月
六
日
に
総
理
衙
門
に
報
告
さ
れ
て
い
る ）

88
（

。
魚
允
中
も
李

炳
龍
の
こ
と
を
知
っ
て
い
て
、
メ
モ
を
残
し
て
い
る ）
89
（

。
と
こ
ろ
で
、
八
月
十
七
日

に
何
如
璋
か
ら
劉
瑞
芬
に
書
信
を
送
ら
れ
た
。
そ
の
詳
細
は
極
秘
の
「
密
啓
」
に

な
っ
て
い
る
が
、
草
目
は
「
李
炳
龍
欠
法
商
亨
達
利
銀
両
、
希
査
明
示
復
」
と
書
か

れ
て
い
る ）

90
（

。
朝
鮮
商
人
の
密
売
か
ら
の
ト
ラ
ブ
ル
と
は
言
え
、
日
本
に
い
る
何
如

璋
が
「
密
啓
」
を
出
す
ほ
ど
の
こ
と
は
な
い
の
で
は
な
い
か
と
疑
念
を
抱
く
。
魚
允

中
の
メ
モ
の
存
在
、
発
送
時
期
と
返
信
を
求
め
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
こ
れ

は
何
如
璋
が
魚
允
中
の
清
国
行
き
に
つ
い
て
、
清
の
洋
務
派
官
僚
へ
打
診
し
た
一
環

で
あ
る
か
、
協
力
の
可
否
を
相
談
し
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
は
な
い
か
と
推
察
で
き

る
。そ

れ
か
ら
の
筆
談
は
十
月
八
日
の
唐
廷
枢 ）

91
（

と
の
そ
れ
で
あ
る
。
こ
れ
も
ま
た
興

味
深
い
こ
と
に
、
ど
う
や
ら
唐
は
魚
允
中
と
東
京
で
会
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
よ
う

だ ）
92
（

。
唐
廷
枢
は
再
会
を
喜
び
、
魚
允
中
に
天
津
に
来
た
目
的
を
訪
ね
た
と
こ
ろ
、

魚
は
「
我
曰
、
欲
謁
李
中
堂
兼
謁
老

、
而
請
教
本
邦
即
一
自
守
之
国
也
、
至
於
今

日
不
得
不
開
商
路

4

4

4

、
開
鉱
務

4

4

4

、
造
兵
器

4

4

4

、
而
後
国
可
保
民
可
安
、
是
可
於
大
邦
先
覚

一
一
仰
質
、
願
逐
次
賜
誨
」
と
答
え
た
。
傍
点
に
あ
る
よ
う
に
、
魚
允
中
は
そ
の
目

的
を
通
商
の
道
を
開
き
、
鉱
業
を
開
き
、
そ
し
て
兵
器
を
製
造
す
る
こ
と
に
つ
い
て

李
鴻
章
ら
の
意
見
を
伺
う
こ
と
に
あ
る
と
し
て
い
た
。

こ
う
な
る
と
、
話
題
は
自
然
と
鉱
山
の
採
掘
、
商
船
の
購
入
、
中
国
商
人
と
の
合

弁
貿
易
の
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
時
の
唐
廷
枢
は
招
商
局
総
弁
で
あ
る
。
手
掛
け
た

唐
山
（
開
平
）
―
胥
各
荘
間
の
鉄
道
は
建
設
中
で
あ
っ
た
が
、
翌
年
魚
允
中
が
再
度

天
津
に
来
た
時
に
は
乗
車
し
て
、
開
平
炭
鉱
を
視
察
し
た
。
筆
談
に
も
有
益
な
情
報

が
盛
ら
れ
て
い
た
。
こ
こ
で
魚
允
中
は
ア
メ
リ
カ
に
留
学
し
て
き
た
学
徒
の
状
況
に

つ
い
て
も
尋
ね
た
。
李
興
鋭
と
九
月
十
九
日
に
筆
談
し
た
時
は
、
魚
は
何
如
璋
の
説
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を
借
り
て
、
留
学
生
の
召
還
に
対
し
て
批
判
し
て
い
た
が
、
唐
廷
枢
に
は
彼
た
ち
の

帰
国
を
「
甚
好
」
と
し
、
学
業
を
修
め
て
こ
れ
か
ら
「
兵
事
」
に
関
連
す
る
分
野
で

の
活
躍
が
期
待
で
き
る
も
の
だ
と
述
べ
て
い
る
。

こ
の
後
の
筆
談
二
点
は
、
天
津
か
ら
上
海
に
戻
る
船
の
中
で
、
十
月
二
二
日
に
高

驂
麟
（
号
は
仲
郢 ）

93
（

）
と
、
二
三
日
に
李
毓
林
（
号
は
黙
庵 ）
94
（

）
と
交
わ
し
た
も
の
で

あ
る
。
共
通
の
話
題
は
、
船
と
武
器
の
購
入
に
つ
い
て
で
あ
っ
た
。
お
そ
ら
く
は
筆

談
相
手
の
二
人
と
も
招
商
局
の
者
で
あ
り
、
彼
ら
の
関
心
に
近
い
話
題
で
あ
っ
た
の

で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
清
に
渡
っ
て
か
ら
の
六
点
の
筆
談
の
中
で
三
度
目
の
こ
と
に
な

る
が
、
海
外
へ
の
学
徒
派
遣
が
ま
た
も
や
話
題
に
な
っ
た
。
こ
こ
で
は
、
ま
た
魚
允

中
の
態
度
が
変
わ
り
、
留
学
生
が
技
術
を
学
ん
で
一
人
前
に
な
る
ま
で
に
は
十
数
年

か
か
る
も
の
だ
と
し
て
、
召
還
の
時
期
が
早
い
こ
と
を
批
判
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し

て
李
鴻
章
や
左
宗
棠
に
近
い
者
、
有
力
な
官
僚
は
誰
で
あ
る
か
に
つ
い
て
も
尋
ね

た
。収

録
さ
れ
た
最
後
の
筆
談
は
長
崎
に
戻
っ
て
き
て
か
ら
、
領
事
余

と
の
間
で
交

わ
し
た
も
の
で
あ
る
。
魚
允
中
は
領
事
館
の
人
員
、
俸
給
に
つ
い
て
質
問
し
た
の
ち
、

日
本
の
条
約
改
正
に
つ
い
て
も
尋
ね
た
。
余

は
逐
一
答
え
「
強
兵
天
下
」
で
あ
る

べ
き
と
、
軍
備
の
重
要
性
を
述
べ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
清
に
渡
っ
て
か
ら
行
わ
れ
た
筆
談
は
、
そ
の
時
の
相
手
に
よ
っ
て

話
題
が
異
な
る
が
、
共
通
の
点
も
い
く
つ
か
確
認
で
き
る
。
す
な
わ
ち
そ
れ
は
①
清

の
洋
務
派
官
僚
、
有
力
な
政
治
家
へ
の
関
心
、
と
り
わ
け
李
鴻
章
に
直
接
か
か
わ
り

を
持
ち
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
強
い
こ
と
で
あ
る
、
②
情
報
を
取
り
入
れ
て
か
ら
、

自
分
の
意
見
と
し
て
述
べ
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
で
あ
っ
た
た
め
、
本
当
の
考
え
で
あ

る
と
安
易
に
断
定
で
き
な
い
、
③
関
心
事
は
通
商
、
船
舶
お
よ
び
兵
器
（
購
入
と
製

造
）、
鉱
山
開
発
、
留
学
生
派
遣
な
ど
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
示
さ
れ
た
関
心
事
は
、

い
ず
れ
も
魚
允
中
が
「
開
化
派
」
と
呼
ば
れ
る
だ
け
の
根
拠
を
提
示
し
て
く
れ
る
も

の
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
魚
允
中
ら
の
筆
談
を
丹
念
に
掘
り
下
げ
て
い
く
と
、
相
手
に
よ
っ
て
考
え

を
百
八
十
度
変
え
て
言
っ
た
り
、
相
手
の
話
に
合
わ
せ
て
い
た
り
す
る
こ
と
が
あ
る

が
、
そ
れ
は
魚
允
中
に
と
っ
て
大
事
な
こ
と
で
は
な
か
っ
た
か
ら
と
考
え
ら
れ
る
。

彼
の
最
大
の
関
心
は
終
始
、
兵
器
に
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
。
通
商
に
も
関
心
を
持
っ

て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
が
、
そ
れ
は
兵
器
購
入
費
用
を
捻
出
た
め
の
手
段
で
あ

る
可
能
性
が
高
い
。

Ⅴ
．
む
す
び

一
八
八
一
年
四
月
に
魚
允
中
は
、「
紳
士
遊
覧
団
」
の
一
員
と
し
て
、
日
本
の
「
新

文
物
」
視
察
の
た
め
に
国
王
高
宗
の
密
命
を
受
け
て
、
日
本
に
派
遣
さ
れ
た
。
し
か

し
彼
は
他
の
メ
ン
バ
ー
が
帰
国
し
た
後
に
も
日
本
に
留
ま
っ
た
。
そ
の
後
、
清
国
に

渡
っ
て
一
か
月
余
り
滞
在
し
、
清
の
北
洋
大
臣
李
鴻
章
を
は
じ
め
、
複
数
の
洋
務
派

官
員
た
ち
と
面
会
し
て
き
た
。

本
稿
は
、
朝
鮮
の
対
外
的
危
機
意
識
が
高
ま
り
、
兵
器
、
戦
艦
の
購
入
を
検
討
す

る
な
ど
軍
備
の
増
強
を
図
る
時
期
に
実
施
さ
れ
た
「
紳
士
遊
覧
団
」
派
遣
の
背
景
を

再
検
討
し
た
。
魚
允
中
は
洪
英
植
と
と
も
に
、
第
二
次
修
信
使
と
し
て
一
八
八
〇
年

に
訪
日
し
た
金
弘
集
お
よ
び
李
祖
淵
と
同
じ
グ
ル
ー
プ
に
属
し
て
お
り
、
日
本
で
兵

器
、
戦
艦
の
購
入
計
画
に
か
か
わ
っ
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

本
稿
は
ま
た
、
魚
允
中
の
「
紳
士
遊
覧
団
」
の
メ
ン
バ
ー
の
中
で
の
位
置
づ
け
を

考
察
し
、
彼
の
具
体
的
な
言
動
を
跡
付
け
て
、
そ
の
特
徴
を
考
察
し
た
。
政
治
的
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一八八一年、魚允中の清国行きについて

バ
ッ
ク
グ
ラ
ン
ド
が
比
較
的
弱
い
魚
允
中
は
、
清
国
公
使
館
と
接
触
す
る
な
か
で
信

頼
を
勝
ち
得
て
、
最
終
的
に
公
使
何
如
璋
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
受
け
、
清
に
渡
る
こ

と
が
で
き
た
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
が
李
鴻
章
と
の
面
会
に
つ
な
が
り
、
魚
允
中
は

朝
・
清
間
の
「
互
市
」
を
停
止
し
、
自
由
貿
易
の
展
開
を
求
め
た
の
で
あ
る
。

「
談
草
」
に
あ
る
筆
談
の
分
析
か
ら
、
魚
允
中
の
「
開
化
」
に
対
し
て
の
考
え
、

つ
ま
り
彼
の
「
世
界
像
」
を
探
っ
て
み
た
。
た
だ
、
彼
の
行
動
は
相
手
の
出
方
と
い

う
前
提
と
周
辺
諸
条
件
の
制
約
を
受
け
て
い
た
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
清
の
何
如

璋
や
洋
務
派
官
僚
に
つ
い
て
も
同
じ
こ
と
が
言
え
る
。
そ
う
い
っ
た
相
互
の
影
響
を

可
能
な
限
り
跡
付
け
、
魚
允
中
が
ど
の
よ
う
に
影
響
を
受
け
て
い
た
の
か
、
そ
の
思

想
世
界
の
一
斑
を
窺
う
こ
と
が
で
き
た
よ
う
に
思
う
。
こ
の
過
程
を
解
明
で
き
た
の

は
、
韓
国
学
中
央
研
究
院
蔵
書
閣
所
蔵
の
「
談
草
」
を
丹
念
に
検
討
し
た
か
ら
で
あ

る
。
こ
れ
を
踏
ま
え
て
、
さ
ら
に
魚
允
中
の
「
開
化
思
想
」
の
形
成
、
そ
の
内
実
に

つ
い
て
の
検
討
を
進
め
る
こ
と
に
し
た
い
。

注（
１ 

）『
新
版　

韓
国
朝
鮮
を
知
る
事
典
』（
平
凡
社
、
二
〇
一
四
年
）
で
は
、「
紳
士
遊
覧
団
」
の

こ
と
に
つ
い
て
「
一
八
八
一
年
五
月
か
ら
八
月
に
か
け
て
、
朝
鮮
か
ら
日
本
に
派
遣
さ
れ
た

朴
定
陽
以
下
六
十
二
名
か
ら
な
る
政
府
視
察
団
。
目
的
は
明
治
維
新
以
後
の
日
本
の
開
化
政

策
の
実
情
調
査
に
あ
り
、
日
本
滞
在
中
、
政
治
・
経
済
・
文
化
全
般
に
わ
た
っ
て
調
査
す
る

と
と
も
に
、
三
條
実
美
太
政
大
臣
以
下
の
要
人
と
会
見
し
た
。
そ
の
報
告
は
『
日
本
聞
見
事

件
草
』
な
ど
の
復
命
書
に
ま
と
め
ら
れ
、
朝
鮮
政
府
内
に
お
け
る
開
化
派
の
発
言
力
の
増
大

と
近
代
化
政
策
を
促
し
た
」
と
記
し
て
い
る
（
原
田
環
氏
執
筆
）。
早
期
の
研
究
と
し
て
は
鄭

玉
子
「
紳
士
遊
覧
団
考
」（『
歴
史
学
報
』
二
七
輯
、
一
九
六
五
年
四
月
）
が
あ
る
が
、
許
東

賢
『
近
代
韓
日
関
係
史
研
究　

朝
士
視
察
団
의 

日
本
観
과 

国
家
構
想
』（
国
学
資
料
院
、
二

〇
〇
〇
年
）
以
降
は
目
新
し
い
研
究
は
見
ら
れ
な
い
。 

 

（
２
）
慎
鏞
廈
「
初
期
開
化
政
策
と
開
化
運
動
」（『
初
期
開
化
思
想
と
甲
申
政
変
研
究
』
知
識
産

業
社
、
二
〇
〇
〇
年
）
で
は
、
統
理
機
務
衙
門
を
「
最
初
の
近
代
的
な
政
治
機
構
で
あ
っ
て
、

初
期
開
化
政
策
を
実
現
す
る
た
め
の
方
法
の
中
の
一
つ
で
あ
っ
た
」
と
評
価
し
て
い
る
。
ま

た
、
全
海
宗
「
統
理
機
務
衙
門
の
設
置
経
緯
に
対
し
て
」（『
歴
史
学
報
』
第
十
七
・
十
八
合
輯
、

一
九
六
二
年
）、
李
光
麟
「
統
理
機
務
衙
門
の
組
織
と
機
能
」（『
開
化
派
と
開
化
思
想
研
究
』

一
潮
閣
、
一
九
八
九
年
）
が
詳
し
い
。 

 

（
３
）
魚
允
中
を
「
親
清
派
」、「
穏
健
（
改
良
的
）
開
化
派
」
と
評
価
し
て
い
る
先
行
研
究
は
数

多
く
あ
る
が
、
代
表
的
な
も
の
と
し
て
原
田
環
『
朝
鮮
の
開
国
と
近
代
化
』（
渓
水
社
、
一
九

九
七
年
）、
月
脚
達
彦
『
朝
鮮
開
化
思
想
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
―
近
代
朝
鮮
の
形
成
』（
東
京

大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
九
年
）、
趙
景
達
『
朝
鮮
の
近
代
思
想
―
日
本
と
の
比
較
』（
有
志
舎
、

二
〇
一
九
年
）
な
ど
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

（
４
）
金
弘
集
（
一
八
四
二
〜
一
八
九
六
）
は
、
初
名
が
宏
集
、
号
は
道
園
・
以
政
学
斎
、
本
貫

は
慶
州
で
あ
る
。
一
八
八
一
年
第
二
次
修
信
使
と
し
て
日
本
に
派
遣
さ
れ
る
。
そ
の
後
ア
メ

リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、
ド
イ
ツ
と
の
通
商
条
約
、
日
本
と
の
済
物
浦
条
約
、
朝
清
商
民
水
陸
貿

易
章
程
な
ど
主
要
な
対
外
条
約
締
結
に
関
わ
り
、
一
八
八
〇
年
代
か
ら
閔
氏
政
権
の
も
と
で

穏
健
開
化
派
の
中
心
人
物
で
あ
っ
た
。 

日
清
戦
争
後
に
三
度
内
閣
を
組
織
し
、
甲
午
改
革
を

断
行
し
た
。

 

（
５
）「
而
問
議
官
、
雖
是
堂
下
官
、
任
大
責
重
、
随
事
善
処
」（『
承
政
院
日
記
』
高
宗
十
九
年
二

月
十
七
日
）。 

 

（
６
）
拙
稿
「
一
八
八
〇
年
代
初
頭
に
お
け
る
朝
鮮
の
対
清
交
渉

―
『
中
国
朝
鮮
商
民
水
陸
貿

易
章
程
』
の
締
結
を
中
心
に
」（『
朝
鮮
学
報
』
第
二
二
六
輯
、
二
〇
一
三
年
一
月
）。 
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20─　　─

 
（
７
）
前
掲
趙
景
達
『
朝
鮮
の
近
代
思
想
―
日
本
と
の
比
較
』
二
五
〜
六
頁
。 

 

（
８
）「
東
萊
御
史
書
契
単
」（
許
東
賢
編
『
朝
士
視
察
団
関
係
資
料
集　

十
二
』、
国
学
資
料
院
）

五
六
九
頁
。 

 

（
９
）
許
東
賢
「
朝
士
視
察
団
（
一
八
八
一
）
의 

일
본 

경
험
에 

보
이
는 

근
대
의 

특
성
」
단
국
대

　

동
양
학
연
구
소
편
『
개
화
기 

한
국
과 

세
계
의 

상
호　

이
해
』（
국
학
자
료
원
、
二
〇
〇
三

年
）、
五
七
〜
六
一
頁
。 

 

（
10
）
黄
遵
憲
（
一
八
四
八
〜
一
九
〇
五
）
は
、
字
が
公
度
、
広
東
省
嘉
応
の
人
で
あ
る
。
初
代

駐
日
公
使
の
書
記
官
と
し
て
渡
日
し
、
日
本
の
政
治
家
・
文
人
と
交
わ
り
、
日
本
研
究
を
行
っ

た
。
一
八
八
二
年
に
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
総
領
事
に
転
任
し
、
以
後
イ
ギ
リ
ス
、
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
な
ど
の
在
外
公
館
に
つ
と
め
る
経
験
が
あ
る
。
著
作
に
『
日
本
雑
事
詩
』『
人
境
廬
詩
草
』

『
日
本
国
志
』
な
ど
が
あ
る
。 

 

（
11
）
北
原
ス
マ
子
「
朝
鮮
の
対
西
洋
開
国
と
ロ
シ
ア
認
識
」（『
朝
鮮
史
研
究
会
論
文
集
』
第
三

三
巻
、
一
九
九
五
年
三
月
）。 

 

（
12
）
田
保
橋
潔
『
近
代
日
朝
関
係
の
研
究
』（
朝
鮮
総
督
府
、
一
九
四
〇
年
）
七
四
六
〜
七
、
七

六
七
頁
。 

 

（
13
）
花
房
義
質
（
一
八
四
二
〜
一
九
一
七
）
は
、
元
岡
山
藩
士
で
あ
る
。
朝
鮮
弁
理
公
使
の
後

は
駐
露
公
使
を
務
め
、
農
商
務
次
官
、
宮
内
次
官
、
枢
密
顧
問
官
、
日
本
赤
十
字
社
社
長
な

ど
を
歴
任
し
た
。 

 

（
14
）
前
掲
許
東
賢
『
近
代
韓
日
関
係
史
研
究　

朝
士
視
察
団
의 

日
本
観
과 

国
家
構
想
』
三
七
〜

九
頁
。 

 

（
15
）「
東
萊
暗
行
御
史
」
が
国
王
の
密
命
を
拝
命
し
た
時
期
に
つ
い
て
、
鄭
玉
子
氏
と
許
東
賢
氏

の
研
究
に
ず
れ
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
許
東
賢
（『
近
代
韓
日
関
係
史
研
究　

朝
士
視
察
団
의 

日
本
観
과 

国
家
構
想
』
五
〇
頁
）
に
従
う
こ
と
に
し
た
。 

 

（
16
）『
従
政
年
表
』（『
魚
允
中
全
集
』（
亜
細
亜
文
化
社
、
一
九
七
八
年
）
八
一
一
頁
。 

 

（
17
）
李
東
仁
（
一
八
四
九
〜
一
八
八
一
）
は
僧
侶
で
あ
る
が
、
開
化
派
の
先
駆
者
で
あ
る
と
言

わ
れ
て
い
る
。
詳
し
く
は
李
光
麟
「
開
化
僧
李
東
仁
의
在
日
活
動
」（『
新
東
亜
』
一
九
八
一

年
五
月
号
）、「
開
化
僧
李
東
仁
」（『
開
化
党
研
究
』
第
十
章
、
一
九
七
三
年
）
を
ご
参
照
い

た
だ
き
た
い
。 

 

（
18
）
石
幡
貞
（
一
八
三
九
〜
一
九
一
六
）
は
、
福
島
出
身
の
漢
学
者
で
あ
る
。
一
八
七
一
年
に

外
務
省
に
出
仕
し
、
柳
原
前
光
に
随
行
し
清
国
に
渡
っ
た
。
そ
の
後
帰
国
し
て
司
法
省
に
出

仕
し
て
い
た
が
、
一
八
七
四
年
に
外
務
省
に
戻
り
、「
日
朝
修
好
条
約
」
締
結
に
携
わ
っ
て
い

た
。
一
八
八
四
年
に
『
漢
城
遭
難
詩
紀
』
を
出
版
し
て
い
る
。 

 

（
19
）『
日
本
外
交
文
書
』
十
四
巻
、
一
二
二
（
二
月
二
十
日　

朝
鮮
駐
箚
花
房
弁
理
公
使
ヨ
リ
井

上
外
務
卿
宛
）、
二
九
〇
〜
一
頁
。 

 

（
20
）
李
祖
淵
（
一
八
四
三
〜
一
八
八
四
）
は
、
字
が
浣
西
、
本
貫
は
延
安
で
あ
る
。
一
八
八
〇

年
第
二
次
修
信
使
金
弘
集
、
八
一
年
第
三
次
修
信
使
趙
秉
鎬
に
従
事
官
と
し
て
同
行
し
、
日

本
と
の
関
税
交
渉
に
あ
た
っ
て
い
た
。
八
二
年
の
「
中
朝
商
民
水
陸
貿
易
章
程
」
の
交
渉
に

も
関
わ
っ
た
が
、
甲
申
政
変
の
時
に
ク
ー
デ
タ
ー
軍
に
殺
害
さ
れ
た
。 

 

（
21
）
前
掲
『
日
本
外
交
文
書
』
十
四
巻
、
一
二
二
、
二
九
四
頁
。 

 

（
22
）
前
掲
『
日
本
外
交
文
書
』
十
四
巻
、
一
二
三
、（
二
月
二
八
日　

朝
鮮
駐
箚
花
房
弁
理
公
使

ヨ
リ
井
上
外
務
卿
宛
）、
二
九
七
頁
。 

 
（
23
）
前
掲
田
保
橋
潔
『
近
代
日
朝
関
係
の
研
究
』
七
四
七
〜
五
一
頁
。 

 

（
24
）
洪
英
植
（
一
八
五
六
〜
一
八
八
四
）
は
字
が
仲
育
、
号
は
琴
石
、
本
貫
は
南
陽
で
あ
る
。

日
本
視
察
か
ら
帰
国
後
は
統
理
交
渉
通
商
事
務
衙
門
の
郵
逓
担
当
者
と
な
っ
た
。
甲
申
政
変

で
新
政
府
を
つ
く
っ
た
が
、
清
軍
の
介
入
で
殺
害
さ
れ
た
。 

 

（
25
）
前
掲
『
日
本
外
交
文
書
』
十
四
巻
、
一
二
二
、
二
九
二
頁
。 
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一八八一年、魚允中の清国行きについて

 
（
26
）
前
掲
許
東
賢
『
近
代
韓
日
関
係
史
研
究　

朝
士
視
察
団
의 

日
本
観
과 

国
家
構
想
』
五
三
頁
。 

 

（
27
）
前
掲
『
日
本
外
交
文
書
』
十
四
巻
、
一
二
三
、
二
九
八
頁
。 

 

（
28
）
前
掲
許
東
賢
『
近
代
韓
日
関
係
史
研
究　

朝
士
視
察
団
의 

日
本
観
과 

国
家
構
想
』
五
二
頁

に
あ
る
メ
ン
バ
ー
の
経
歴
を
、『
高
宗
実
録
』
に
基
づ
い
て
一
部
修
正
し
た
。 

 

（
29
）
前
掲
『
日
本
外
交
文
書
』
十
四
巻
、
一
二
三
、
二
九
九
頁
。 

 

（
30
）
前
掲
『
日
本
外
交
文
書
』
十
四
巻
、
一
二
四
、（
四
月
十
五
日　

朝
鮮
駐
箚
花
房
弁
理
公
使

ヨ
リ
井
上
外
務
卿
宛　

李
東
仁
失
踪
ノ
件
）、
三
〇
二
〜
三
頁
。 

 

（
31
）
前
掲
『
朝
士
視
察
団
関
係
資
料
集　

十
四
』
四
三
三
〜
四
頁
。 

 

（
32
）
李

永
「
随
録
」（『
朝
士
視
察
団
関
係
資
料
集　

十
四
』
九
〇
頁
。 

 

（
33
）
李

永
『
日
槎
集
略
』（『
朝
士
視
察
団
関
係
資
料
集　

十
四
』
十
五
頁
。 

 

（
34
）
金
弘
集
・
李
祖
淵
と
石
幡
貞
の
一
月
二
六
日
付
の
筆
談
に
お
い
て
、
金
弘
集
は
尹
致
昊
、

尹
泰
一
、
柳
定
秀
の
名
前
を
挙
げ
て
、
彼
ら
は
東
京
に
留
ま
っ
て
語
学
を
学
ぶ
予
定
が
あ
り
、

花
房
公
使
に
伝
え
て
ほ
し
い
と
依
頼
し
た
（
前
掲
『
日
本
外
交
文
書
』
十
四
巻
、
一
二
二
、

二
九
二
〜
三
頁
。 

 

（
35
）
朴
定
陽
『
従
官
日
記
』（『
朝
士
視
察
団
関
係
資
料
集　

十
三
』）
三
一
八
頁
、
七
月
二
四
日
条
。 

 

（
36
）
前
掲
『
朝
士
視
察
団
関
係
資
料
集　

十
三
』
三
〇
〇
頁
。 

 

（
37
）
一
八
八
一
年
十
月
二
四
日
に
興
亜
会
の
親
睦
会
に
出
席
し
、
十
一
月
に
興
亜
会
同
盟
会
員

と
な
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
（
崔
蘭
英
・
北
原
ス
マ
子
「『
近
代
』
移
行
期
の
東
ア
ジ
ア
知

識
人
の
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
の
基
礎
研
究
（
一
）
―
興
亜
会
と
亜
細
亜
協
会
を
中

心
に
―
」（
常
磐
大
学
人
間
科
学
部
紀
要
『
人
間
科
学
』
三
七
巻
第
一
号
、
二
〇
一
八
年
九
月
）。 

 

（
38
）
前
掲
『
朝
士
視
察
団
関
係
資
料
集　

十
三
』
二
八
〇
頁
に
「
同
航
之
諸
公
、
次
第
来
到
、

留
連
於
萊
府
、
而
洪
承
旨
英
植
、
魚
校
理
允
中
、
尚
不
到
来
、
乗
槎
無
期
、
行
事
漸
晩
、
可
悶
」

と
記
し
て
あ
る
。 

 

（
39
）
前
掲
『
朝
士
視
察
団
関
係
資
料
集　

十
三
』
二
七
九
〜
八
〇
頁
。 

 

（
40
）
前
掲
『
朝
士
視
察
団
関
係
資
料
集　

十
四
』
十
五
頁
、
一
〇
二
頁
。 

 

（
41
）
前
掲
『
朝
士
視
察
団
関
係
資
料
集　

十
四
』
九
四
〜
九
七
頁
。 

 

（
42
）
前
掲
『
朝
士
視
察
団
関
係
資
料
集　

十
四
』
九
三
頁
。 

 

（
43
）
余

（
一
八
三
四
〜
一
九
一
四
）
は
、
字
が
和
介
、
号
は
元
眉
、
広
東
省
新
寧
の
人
で
あ
る
。

一
八
七
七
年
に
初
代
駐
日
公
使
何
如
璋
の
隨
員
と
し
て
渡
日
し
、
一
八
七
八
年
か
ら
一
八
八

五
年
ま
で
の
間
、 

初
代
駐
日
長
崎
領
事
と
し
て
駐
在
し
て
い
た
。 

 

（
44
）
町
田
三
郎
「
初
代
長
崎
領
事
余

と
そ
の
書
翰
」（『
九
州
中
国
学
会
報
』
Vol.
二
六
（
一
九

八
七
年
）
一
〇
四
〜
五
頁
。 

 

（
45
）
廖
錫
恩
（
一
八
三
九
〜
一
八
八
七
）
は
、
字
が
樞
仙
、
号
は
子
曰
亭
主
人
、
広
東
省
博
羅

の
人
で
あ
る
。
一
八
七
七
年
に
何
如
璋
の
隨
員
と
し
て
渡
日
し
、
一
八
七
九
年
か
ら
神
戸
理

事
官
と
な
っ
た
。 

 

（
46
）
前
掲
『
朝
士
視
察
団
関
係
資
料
集　

十
四
』
一
八
四
〜
五
頁
。 

 

（
47
）
朴
泳
孝
（
一
八
六
一
〜
一
九
三
九
）
は
、
字
が
子
純
、
号
は
春
皐
、
本
貫
は
潘
南
で
あ
る
。

哲
宗
の
娘
婿
で
、「
急
進
開
化
派
」
の
一
員
で
あ
る
。
金
玉
均
ら
と
共
に
李
東
仁
を
日
本
に
密

出
国
さ
せ
、
日
本
の
情
勢
を
探
ら
せ
た
と
さ
れ
る
。 

 

（
48
）
前
掲
崔
蘭
英
・
北
原
ス
マ
子
「『
近
代
』
移
行
期
の
東
ア
ジ
ア
知
識
人
の
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
に
つ
い
て
の
基
礎
研
究
（
一
）―
興
亜
会
と
亜
細
亜
協
会
を
中
心
に
―
」、『
横
浜
毎
日
新
聞
』

一
八
八
一
年
七
月
二
三
日
付
け
「
雑
報
」、
萩
原
延
寿
『
遠
い
崖
―
ア
ー
ネ
ス
ト
・
サ
ト
ウ
日

記
抄
』
十
四
、『
離
日
』（
朝
日
文
庫
、
二
〇
〇
七
年
）
一
四
八
頁
。 

 

（
49
）
前
掲
『
朝
士
視
察
団
関
係
資
料
集　

十
四
』
三
九
四
頁
。 

 

（
50
）
何
如
璋
（
一
八
三
八
〜
一
八
九
一
）
字
が
子
峨
、
号
は
璞
山
・
淑
齋
、
広
東
省
大
埔
の
人

で
あ
る
。
一
八
七
六
年
初
代
の
駐
日
公
使
と
な
り
，
翌
年
東
京
に
着
任
し
た
。
一
八
八
二
十
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月
に
年
に
帰
国
し
、
そ
の
後
に
福
州
船
政
大
臣
と
な
っ
た
が
，
清
仏
戦
争
で
南
洋
海
軍
が
全

滅
し
た
た
め
退
官
し
た
。『
使
東
述
略
』、『
使
東
雑
詠
』
を
著
し
た
。 

 

（
51
）
張
斯
桂
（
一
八
一
七
〜
一
八
八
八
）
は
、
字
が
魯
生
、
浙
江
省
慈
谿
の
人
で
あ
る
。「
万
国

公
法
」
の
漢
訳
に
携
わ
り
、
序
文
を
著
し
た
。 

 

（
52
）
前
掲
『
朝
士
視
察
団
関
係
資
料
集　

十
三
』
二
九
九
〜
三
一
八
頁
。 

 

（
53
）
中
央
研
究
院
近
代
史
研
究
所
編
『
清
季
中
日
韓
関
係
史
料
』（
以
下
に
『
中
日
韓
』
と
略
す
）

三
六
四
（
文
書
番
号
、
以
下
同
じ
）
中
央
研
究
院
近
代
史
研
究
所
、
台
北
、
一
九
七
二
年
。 

そ
し
て
同
三
六
五
に
も
同
じ
文
言
が
あ
っ
た
。 

 

（
54
）
李
晩
孫
筆
頭
の
「
嶺
南
万
人
疏
」
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
の
内
容
は
衛
正
斥
邪
が
歴
朝
の

国
是
で
あ
る
と
し
た
う
え
で
、
黄
遵
憲
の
『
朝
鮮
策
略
』
を
逐
条
論

し
て
そ
の
不
合
理
を

指
摘
し
た
も
の
で
あ
る
。「
彼
黄
遵
憲
者
、
自
称
以
中
国
之
産
、
而
為
日
本
之
説
客
、
為
邪
蘇

善
神
、
甘
作
乱
賊
之
嚆
矢
」
と
痛
烈
に
批
判
し
て
い
る
。『
日
省
録
』
辛
巳
年
二
月
二
六
日
条
。 

 

（
55
）『
中
日
韓
』
三
六
三
。 

 

（
56
）『
中
日
韓
』
三
六
〇
。 

 

（
57
）
国
史
編
纂
委
員
会
編
『
修
信
使
日
記
』
巻
二
（
探
求
堂
、
一
九
七
四
年
）。 

 

（
58
）
前
掲
『
朝
士
視
察
団
関
係
資
料
集　

十
四
』
一
三
四
〜
六
頁
。 

 

（
59
）『
中
日
韓
』
三
六
四
。 

 

（
60
）『
中
日
韓
』
三
六
五
。 

 

（
61
）『
中
日
韓
』
三
六
五
に
「
彼
謂
伊
奉
国
王
之
命
、
専
係
探
問
外
交
利
害
、
現
在
美
国
若
再
来

叩
関
、
如
前
日
之
却
書
不
受
理
、
断
保
其
必
無
是
理
云
々
」
と
あ
る
。 

 

（
62
）
拙
稿
「
近
代
朝
鮮
の
外
交
政
策
の
一
側
面

―
『
朝
貢
関
係
』
と
『
条
約
関
係
』」（『
朝
鮮

学
報
』
第
一
八
四
輯
、
二
〇
〇
二
年
七
月
）。『
李
鴻
章
全
集
』
奏
稿
巻
四
〇
、「
答
覆
朝
鮮
所

問
事
情
」
に
「
朝
鮮
国
王
委
員
李
容
粛
（
中
略
）
呈
該
国
請
示
節
略
一
本
、
内
載
有
領
議
政

李
最
応
奏
章
頗
悔
去
年
六
月
堅
拒
美
国
来
使
為
非
計
、
末
即
歸
重
於
及
今
之
務
、
莫
如
懐
遠

人
而
安
社
稷
等
語
、
又
問
他
曰
不
得
已
與
各
国
相
交
先
後
早
晩
之
策
、
又
索
中
国
與
各
国
修

好
立
約
通
商
税
則
、
帯
回
援
照
。
是
何
如
璋
所
稱
朝
鮮
国
王
與
各
執
政
大
臣
決
意
外
交
而
未

敢
遽
発
、
固
已
確
有
明
證
」
と
記
載
し
て
あ
る
。 

 

（
63
）
前
掲
『
従
政
年
表
』
一
二
三
頁
。 

 

（
64
）
前
掲
『
朝
士
視
察
団
関
係
資
料
集　

十
四
』
二
一
一
頁
。 

 

（
65
）
前
掲
『
朝
士
視
察
団
関
係
資
料
集　

十
四
』
四
三
九
〜
四
四
〇
頁
。 

 

（
66
）
鄭
秉
夏
（
一
八
四
九
〜
一
八
九
六
）
は
字
が
子
華
、
号
は
南
皐
、
本
貫
は
溫
陽
の
人
で
あ
る
。

中
人
の
出
身
で
あ
る
が
、
一
八
八
〇
年
代
後
半
か
ら
密
陽
府
使
、
内
蔵
院
長
、
農
商
工
部
協

判
な
ど
を
歴
任
し
、『
農
政
撮
要
』
を
著
し
た
。『
韓
国
民
族
文
化
大
百
科
事
典
』
は
「
紳
士

遊
覧
団
員
」
で
あ
る
と
記
述
し
て
い
る
が
、
初
期
の
メ
ン
バ
ー
に
入
っ
て
い
な
い
た
め
、
再

考
を
要
す
る
。 

 

（
67
）
前
掲
『
日
本
外
交
文
書　

十
四
巻
』
一
二
九
、
三
〇
八
頁
。 

 

（
68
）
朴
定
陽
は
日
本
を
出
発
す
る
十
日
前
に
、「
一
自
横
浜
拜
別
、
以
後
漠
然
阻
誨
…
祝
體
居
以

時
護
安
、
従
速
復
路
」
と
い
う
内
容
の
書
信
を
書
い
た
。
同
じ
日
だ
と
思
わ
れ
る
が
、
厳
世

永
の
手
紙
に
は
「
秋
風
異
域
一
去
一
留
、
此
別
此
情
罕
於
古
者
、
今
値
之
矣
、
天
地
涯
角
依

依
恋
想
…
借
後
旅
體
連
享
康
吉
、
兪
尹
諸
君
恣
意
游
覧
、
一
行
万
平
、
大
小
均
穏
…
」
と
あ
る
。

ま
た
、
十
月
に
沈
相
学
の
書
信
は
「
使
事
幾
至
護
竣
、
而
返
旌
当
在
何
間
否
憧
憧
、
懸
祝
貴

第
一
安
云
可
賀
、
而
歳
晩
異
域
行
人
之
思
、
益
当
叵
耐
、
為
之
拱
念
不
置
…
兪
友
与
尹
生
倶

得
泰
平
作
客
、
而
武
田
傳
語
亦
一
向
做
安
耶
、
係
切
願
聞
者
、
尓
所
欲
言
者
、
不
止
於
此
…
」

と
あ
る
（『
魚
允
中
全
集
』
に
収
録
「
簡
牘
要
抄
一
」
五
二
九
〜
三
一
頁
）。 

 

（
69
）
前
掲
『
従
政
年
表
』
一
一
七
〜
八
頁
。 

 

（
70
）
前
掲
『
従
政
年
表
』
一
二
三
頁
。 
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一八八一年、魚允中の清国行きについて

 
（
71
）
前
掲
原
田
環
『
朝
鮮
の
開
国
と
近
代
化
』
第
十
章
「
朝
鮮
の
開
国
近
代
化
と
清
の
対
応
」、

二
七
五
頁
。 

 

（
72
）『
中
日
韓
』
三
七
〇
。 

 

（
73
）
前
掲
拙
稿
「
一
八
八
〇
年
代
初
頭
に
お
け
る
朝
鮮
の
対
清
交
渉
―
「
中
国
朝
鮮
商
民
水
陸

貿
易
章
程
」
の
締
結
を
中
心
に
―
」。
光
緒
八
年
正
月
六
日
付
の
李
鴻
章
か
ら
呉
大
澂
宛
て
の

書
信
に
「
朝
鮮
陪
臣
前
求
停
派
員
前
往
互
市
省
累
、
但
准
民
間
自
相
貿
易
」
と
記
し
て
あ
る

（
国
家
清
史
編
纂
委
員
会
編
『
李
鴻
章
全
集
』
安
徽
教
育
出
版
社
、
二
〇
〇
八
年
版
三
三
、
一

〇
六
頁
）
そ
し
て
『
中
日
韓
』
四
二
〇
―
付
件
（
二
六
）
に
「
忠
（
馬
建
忠

―
筆
者
）
曰
、

去
歳
魚
允
中
在
津
與
傅
相
（
李
鴻
章

―
同
）
面
談
、
曾
有
商
請
華
商
前
来
貴
国
貿
易
、
以

奪
倭
商
之
利
」
と
あ
る
。 

 

（
74
）『
蔵
書
閣
』
第
二
三
集
、
二
〇
一
〇
年
四
月
。 

 

（
75
）『
정
신
문
화
연
구
』
四
一
（
二
）
二
〇
一
八
年
六
月
。 

 

（
76
）
実
藤
恵
秀
『
大
河
内
文
書

―
明
治
日
中
文
化
人
の
交
遊
』（
平
凡
社
、
一
九
六
四
年
）
王

宝
平
主
編
『
日
本
蔵
晩
清
中
日
朝
筆
談
資
料
：
大
河
内
文
書
』（
浙
江
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一

六
年
）
を
ご
参
照
い
た
だ
き
た
い
。 

 

（
77
）
黎
庶
昌
（
一
八
三
七
〜
一
八
九
七
）
は
、
字
が

斎
、
貴
州
省
遵
義
の
人
で
あ
る
。 

 

（
78
）『
日
省
録
』
辛
巳
年
二
月
二
六
日
条
。 

 

（
79
）
劉
雨
珍
編
『
清
代
首
届
駐
日
公
使
館
員
筆
談
資
料
彙
編
』（
天
津
人
民
出
版
社
、
二
〇
一
〇

年
）
五
七
四
頁
。 

 

（
80
）
前
掲
『
魚
允
中
全
集
』
九
七
頁
。 

 

（
81
）
王
先
明
編
『
中
国
近
代
史
』（
中
国
人
民
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
一
年
十
月
）
一
三
四
頁
。 

 

（
82
）
蘇
州
科
技
院
学
報
（
社
会
科
学
版
）
二
二
、
二
〇
〇
二
年
五
月
。 

 

（
83
）
江
南
機
器
製
造
総
局
（
上
海
機
器
局
と
も
呼
ば
れ
る
）
は
一
八
六
五
年
九
月
、
曾
国
藩
、

李
鴻
章
ら
に
よ
っ
て
上
海
に
お
い
て
設
立
し
た
最
も
規
模
の
大
き
い
近
代
軍
事
企
業
で
あ
る
。

最
初
は
モ
ー
ゼ
ル
銃
や
手
榴
弾
、
砲
弾
等
を
製
造
し
て
い
た
が
、
一
八
八
〇
年
代
に
砲
弾
、

水
雷
、
鋼
鉄
、
栗
色
火
薬
、
無
煙
火
薬
の
製
造
所
を
相
次
い
で
設
立
し
た
（
前
掲
王
先
明
編
『
中

国
近
代
史
』
一
一
七
頁
）。 

 

（
84
）
前
掲
拙
稿
「
一
八
八
〇
年
代
初
頭
に
お
け
る
朝
鮮
の
対
清
交
渉

―
「
中
国
朝
鮮
商
民
水

陸
貿
易
章
程
」
の
締
結
を
中
心
に
」。 

 

（
85
）
李
興
鋭
（
一
八
二
七
〜
一
九
〇
四
）
は
、
字
が
勉
林
。
湖
南
省
瀏
陽
の
人
で
あ
る
。
太
平

天
国
の
時
に
曽
国
藩
の
幕
下
に
入
り
戦
績
を
残
し
た
。
一
八
七
五
年
か
ら
上
海
機
器
製
造
局

の
総
弁
と
な
り
船
舶
や
大
砲
の
製
造
を
担
当
し
た
。。 

 

（
86
）『
中
日
韓
』
三
八
七
―
（
一
）。 

 

（
87
）
劉
瑞
芬
（
一
八
二
七
〜
一
八
九
二
）
は
、
字
が
芝
田
、
安
徽
省
貴
池
の
人
で
あ
る
。
一
八

六
二
年
に
淮
軍
に
参
加
し
、
一
八
七
八
年
か
ら
一
八
八
二
年
ま
で
に
蘇
松
太
兵
備
道
道
台
（
正

四
品
）
で
あ
っ
た
。 

 

（
88
）『
中
日
韓
』
三
六
六
。 

 

（
89
）
前
掲
『
魚
允
中
全
集
』
七
六
頁
。 

 

（
90
）『
中
日
韓
』
三
六
七
。 

 

（
91
）
唐
廷
枢
（
一
八
三
二
〜
一
八
九
二
）
は
字
が
建
時
、
号
は
景
星
ま
た
は
鏡
心
、
広
東
省
香

山
の
人
で
あ
る
。
洋
務
運
動
の
推
進
者
の
一
人
と
し
て
名
高
い
。 

 
（
92
）「
唐
曰
、
東
京
一
見

4

4

4

4

、
大
慰
平
身
、
昨
聞
駕
到
、
不
勝
欣
悦
、
弟
不
暁
此
来
有
何
見
教
否
」

と
あ
る
た
め
、
い
ず
れ
か
の
時
期
に
東
京
で
魚
允
中
ら
と
会
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。 

 

（
93
）
高
驂
麟
は
、
号
が
仲
郢
、
生
没
不
詳
で
あ
る
。 

 

（
94
）
李
毓
林
は
、
号
が
黙
庵
、
生
没
不
詳
で
あ
る
。『
安
徽
人
物
大
辞
典
』
に
よ
る
と
、
著
作
に
『
六

勿
軒
』（
一
八
六
三
年
）、『
慎
言
齋
文
鈔
』（
一
八
九
九
年
）
が
あ
る
。 
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24─　　─

O Yunjung’s Visit to the Qing Dynasty in 1881

Lanying, Cui

O Yunjung, who visited Japan as a member of the “Shinshi Yurandan” delegation 
in April 1881 to observe “new products of culture,” continued to stay in Japan after 
other members returned to their home country. After that, O Yunjung traveled to 
the Qing Dynasty, where he stayed for a month or so to meet with Governor 
General of Zhili Li Hongzhang and some other offi cials from the Westernization 
Movement, but the details of what he did during the stays were unclear.

Because of that, what is behind Shinshi Yurandan’s visit to Japan is reconsidered 
in this paper, revealing that O Yunjung was involved in a plan to purchase a 
battleship and other weapons in Japan. In addition, O Yunjung’s footsteps during 
his stay in Japan have been retraced to consider the role he took. An examination 
of notes detailing O Yunjung’ communications in writing with Qing Minister to 
Japan He Ru-zhang and Counselor Huang Zunxian in “Danso(brushtalks),” which 
is currently kept at the Academy of Korean Studies’ Jangseogak Archives, has also 
shown that O Yunjung’s trip to the Qing was organized via the mediation of He Ru-
zhang. Part of thoughts of O Yunjung, who was sent to the Qing due to a 
complication of plots of both Korea and the Qing, was made clear as well through 
the records of writing communications with Qing offi cials.
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